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来
年
で
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
民
生
委
員
制
度
。こ

れ
ま
で
民
生
委
員
は
、地
域
の
方
の
良
き
相
談
相
手
と

し
て
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。近
年
、少
子

化
や
核
家
族
化
が
進
み
、地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な

り
つ
つ
あ
る
中
で
、ま
す
ま
す
民
生
委
員
の
役
割
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
号
で
は
、こ
れ
か
ら
の
時
代
も

「
思
い
や
り
」の
気
持
ち
で
、地
域
の
社
会
福
祉
の
増
進

に
努
め
る
民
生
委
員
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
地
域
支
え
あ
い
課
）

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
へ

１９１７年
（大正６）

岡山県で民生委員制度の源と
いわれる「済

さ い

世
せ い

顧
こ

問
も ん

制度」（防
ぼ う

貧
ひ ん

制度）が発足

１９１８年
（大正７）

大阪府でそれぞれの方面（地域）
で生活状況の調査と救済を目的
とする「方面委員制度」が発足

１９４８年
（昭和２３）

相談に応じ、必要な援助を行い、
社会福祉の増進に努めるための

「民生委員法」公布
１９５１年

（昭和２６）
民生委員児童委員信条 制定
児童憲章 制定

１９９４年
（平成６）

主任児童委員制度の創設

２０１７年
（平成２９）

民生委員制度創設１００周年

制度のあゆみ

４-５面の民生委員特集をご覧ください

（障害者支援課）
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30
人（
可
能
な
日
程
だ
け
の
参
加
可
）

県
信
用
保
証
協
会
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト

ま
た
は
☎
０
４
３・３
１
１・５
０
０
１

同
協
会（
川
島
）

（
商
工
振
興
課
）

 

募
集

♦
♦
♦

２・３
月
分
八
幡
市
民
談
話
室

「
文
化
の
広
場
」使
用
者

八
幡
市
民
談
話
室
２
階「
文
化
の
広

場
」で
作
品
展
示
を
希
望
す
る
方
、

団
体
を
募
集
し
ま
す
。応
募
多
数
の

場
合
抽
選
。展
示
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
で

は
な
い
た
め
、設
備
が
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。ま
た
、搬
出
入
、設
営
及
び

展
示
中
の
監
視
は
使
用
者
で
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。八
幡
市
民
談
話
室

の
閉
館
に
伴
い
、平
成
29
年
３
月
13
日

（
月
）以
降
の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

展
示
期
間（
搬
出
入
を
含
む
） 

①
平

成
29
年
２
月
６
日（
月
）～
12
日（
日
）

②
２
月
13
日（
月
）～
19
日（
日
）③
２

月
20
日（
月
）～
26
日（
日
）④
２
月
28

日（
火
）～
３
月
５
日（
日
）⑤
３
月
６
日

（
月
）～
12
日（
日
）

応
募
条
件 

半
数
以
上
が
市
内
在
住・

在
勤・在
学
者
で
構
成
さ
れ
る
文
化

活
動
団
体
ま
た
は
個
人

代
表
者
の
必
要
事
項（
６
面
上
段

参
照
）、展
示
内
容
、希
望
す
る
展
示

期
間
番
号（
第
３
希
望
ま
で
）、団
体

名
、団
体
名
簿（
氏
名・住
所
記
載
）を

12
月
９
日（
金
）必
着
で
郵
送
ま
た
は

持
参
で
文
化
振
興
課（
〒
２
７
２・ 

０
０
２
３
南
八
幡
４
の
２
の
５
）。結

果
は
12
月
末
ま
で
に
決
定
者
に
文

書
に
て
通
知
。

☎
３
０
０・８
０
２
０
文
化
振
興
課

♦
♦
♦

い
ち
か
わ
こ
ど
も
環
境
ク
ラ
ブ

「
壁
新
聞・絵
日
記
展
示
会
２
０
１
６
」

環
境
の
活
動・学
習
に
つ
い
て「
自
ら

学
び
、自
ら
取
り
組
む
」子
ど
も
た
ち

が「
地
球
を
大
切
に
し
よ
う
」を
テ
ー

マ
に
日
頃
の
活
動
を
壁
新
聞
や
絵
日

記
に
し
て
発
表
し
ま
す
。

12
月
10
日（
土
）～
16
日（
金
）（
16

日
は
正
午
ま
で
）

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル

☎
７
１
２・６
３
０
６
環
境
政
策
課

♦
♦
♦

行
徳
エ
リ
ア
ふ
れ
あ
い
発
表
会

行
徳
地
区
の
地
域
ふ
れ
あ
い
館
を
利

用
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
が
、踊
り
や
演

奏
な
ど
発
表
し
ま
す
。

12
月
17
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
２
時

富
美
浜
地
域
ふ
れ
あ
い
館

☎
３
３
４・１
１
２
８
地
域
振
興
課

♦
♦
♦

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

入
会
希
望
者
は
、次
の
い
ず
れ
か
の

説
明
会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

①
12
月
７
日（
水
）午
後
２
時

／
ダ
イ
エ
ー
市
川
店（
市
川
１
の
４
の

10
）②
12
月
14
日（
水
）午
後
２
時
／

行
徳
公
民
館
③
12
月
21
日（
水
）午

前
10
時
／
市
川
公
民
館

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
、ま
た
は

年
度
内
に
60
歳
を
迎
え
る
、健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方

各
回
前
日
ま
で
に
☎
３
２
６
・ 

７
０
０
０
同
セ
ン
タ
ー
平
田
事
務
所

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

無
料・創
業
ス
ク
ー
ル「
４
日
間
で

創
業
計
画
書
を
作
る
ス
ク
ー
ル
」

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
た
め

の
創
業
計
画
書
の
作
成
を
ゴ
ー
ル
と

し
た
創
業
ス
ク
ー
ル（
全
４
回
）で
す
。

中
小
企
業
診
断
士
が
講
師
と
な
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン（
創
業
計
画
な
ど
）

の
作
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。最
終

日
に
は
創
業
経
験
の
あ
る
社
長
が
講

演
を
行
い
ま
す
。

①
平
成
29
年
１
月
14
日
～
２
月

４
日
の
毎
週
土
曜
日
、午
前
10
時
～

午
後
４
時

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

こ
れ
か
ら
創
業
を
考
え
て
い
る

方
、創
業
し
て
間
も
な
い
方
、先
着

注
意
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
相
談
窓
口

◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
３
２
０・ 

０
６
６
６

受
付
日
時 

窓
口
及
び
電
話
相
談
＝

月
～
金
曜
日
、電
話
相
談
の
み
＝
第

２
・４
土
曜
日
、い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
午
後
４
時

休
所
日 

土
曜
日（
第
２・
第
４
を
除

く
）・
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

◆
行
徳
支
所
市
民
相
談
室
☎

３
５
９・１
１
２
１

受
付
日
時 

窓
口
及
び
電
話
相
談
＝

第
２
・４
火
曜
日
、午
前
10
時
～
正

午・午
後
１
時
～
４
時

♦
♦
♦

都
市
計
画
の
変
更
に
関
す
る

原
案
縦
覧
及
び
公
聴
会

塩
浜
２
丁
目
の一
部
の
区
域
に
お
け

る
市
川
都
市
計
画
用
途
地
域
、防

火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更
、

並
び
に
地
区
計
画
の
決
定
に
関
す

る
原
案
の
縦
覧
と
公
聴
会
を
実
施

し
ま
す
。

◆
縦
覧

12
月
５
日（
月
）～
19
日（
月
）

街
づ
く
り
推
進
課（
市
川
南
仮
設

庁
舎
）

◆
公
聴
会（
公
述
の
申
し
出
が
な
い

場
合
は
中
止
）

平
成
29
年
１
月
22
日（
日
）午
後
１
時

行
徳
公
民
館

公
聴
会
で
公
述
し
た
い
方
は
、12

月
19
日（
月
）ま
で（
消
印
有
効
）に
公

述
申
出
書
を
郵
送
ま
た
は
直
接
街

づ
く
り
推
進
課（
〒
２
７
２・０
０
３
３

市
川
南
２
の
９
の
12
）。

☎
７
１
２・６
３
２
７
同
課

♦
♦
♦

羽
田
空
港
の
機
能
強
化
な
ど
に

関
す
る
市
民
相
談
会

羽
田
空
港
の
現
行
の
飛
行
ル
ー
ト

や
、機
能
強
化
に
よ
る
変
化
な
ど
に

関
す
る
市
民
相
談
会
を
市
川
市
・
近

隣
市
在
住
の
方
を
対
象
に
国
土
交

通
省
が
実
施
し
ま
す
。パ
ネ
ル
展
示

と
参
加
者
の
質
問
に
担
当
者
が
答

え
る
形
式
で
行
わ
れ
ま
す
。

12
月
18
日（
日
）午
前
11
時
～
午

後
５
時
、12
月
19
日（
月
）午
後
１
時

～
７
時

松
戸
市
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど（
松
戸
市
本
町
14
の
10
）

☎
０
５
７
０・０
０
１・１
６
０
国
土

交
通
省「
羽
田
空
港
の
こ
れ
か
ら
」に

関
す
る
ご
意
見
窓
口
、☎
７
１
２・ 

６
３
１
１
環
境
保
全
課

り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
し
て
交
通
事
故
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

重
点
目
標 

①
飲
酒
運
転
の
根
絶
②

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中・自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
④

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

☎
７
１
２・６
３
４
１
交
通
計
画
課

♦
♦
♦

相
続・贈
与
に
関
す
る
税
務
相
談

（
市
川
市
協
働
事
業
提
案
制
度
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ラ
イ
フ・サ

ポ
ー
ト
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

12
月
15
日（
木
）午
前
10
時
～
午

後
５
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
き

30
分
単
位
で
受
付
。１
人
20
分
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン
タ
ー

先
着
17
人

各
日
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
☎

３
２
６・１
２
８
４
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
課

♦
♦
♦

着
衣
着
火
に
注
意

着
衣
着
火
と
は
、調
理
中
の
ガ
ス
コ
ン

ロ
の
炎
な
ど
が
着
て
い
る
衣
服
に
着

火
す
る
こ
と
で
す
。着
火
に
よ
り
、冷

静
な
対
応
が
困
難
な
た
め
、他
の
火

災
と
比
較
し
て
死
傷
者
が
発
生
す

る
割
合
が
多
い
の
が
特
徴
で
、高
齢

者
の
場
合
重
症
化
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。も
し
着
衣
に
火
が
つ
い
た

ら
、落
ち
着
い
て
水
を
か
け
る
な
ど

消
火
を
行
い
ま
し
ょ
う
。ま
た
、ガ
ス

コ
ン
ロ
な
ど
の
機
器
を
使
う
場
合

は
、袖
や
裾
が
炎
に
接
し
な
い
よ
う
に

し
、適
切
な
火
力
に
調
整
す
る
な
ど

総
務
課
、
総
合
市
民
相
談

課
、行
徳
支
所
、大
柏
出
張
所
、市

川
駅
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、南
行

徳
市
民
セ
ン
タ
ー

☎
７
０
４・４
１
２
９
総
務
課
、☎

７
１
２・６
３
４
１
交
通
計
画
課

♦
♦
♦

市
民
説
明
会

「
ご
み
の
収
集
回
数
の
削
減
と
ご

み
の
減
量・分
別
方
法
に
つ
い
て
」

４
月
か
ら
始
ま
る
ご
み
収
集
回
数
の

削
減
と
、ご
み
の
減
量・資
源
物
の
分

別
に
関
す
る
説
明
会
で
す
。

12
月
17
日（
土
）午
前
10
時（
受
け

付
け
は
30
分
前
）～
11
時
30
分

西
部
公
民
館

☎
７
１
２・６
３
１
７
循
環
型
社
会

推
進
課

♦
♦
♦

事
業
協
同
組
合
の
設
立
相
談

事
業
協
同
組
合
は
、複
数
の
中
小
企

業
が
集
ま
り
互
い
の
経
営
資
源
を
共

同
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、受
注・販
売・

購
買
な
ど
の
既
存
事
業
の
強
化
や

新
た
な
事
業
展
開
を
図
る
た
め
の

組
織
で
す
。設
立
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

☎
０
４
３・３
０
６・３
２
８
５
千
葉
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
設
立
相
談
室

（
商
工
振
興
課
）

♦
♦
♦

12
月
10
日（
土
）～
19
日（
月
）は

冬
の
交
通
安
全
運
動

年
末
は
交
通
事
故
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、飲
酒
の
機
会
も
増
え
る
こ
と

か
ら
重
大
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。「
そ
の
酒
で
失
う
信
頼
家
族

の
未
来
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、一
人
ひ
と

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

12
月
市
議
会
定
例
会
を
開
会
中

傍
聴
希
望
者
は
、日
程
な
ど
を
お
問

い
合
わ
せ
の
上
、
６
階
の
傍
聴
受

付
ま
で
。委
員
会
の
会
議
も
７
人
ま

で
傍
聴
で
き
ま
す
。ま
た
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
本
会
議
の
生
中
継
と
録
画

放
送
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
議
会
事
務
局
）

♦
♦
♦

傍
聴
し
よ
う〈
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
〉

◆
市
政
戦
略
会
議

12
月
27
日（
火
）午
後
４
時
～
６
時
／

第
５
委
員
会
室

（
行
財
政
改
革
推
進
課
）

◆
農
業
委
員
会

12
月
20
日（
火
）午
後
１
時
30
分
～
３

時
／

第
１
委
員
会
室

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

♦
♦
♦

平
和
ポ
ス
タ
ー
と

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

及
び
平
和
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布

◆
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

市
内
小・中
学
校
の
児
童
、生
徒
か
ら

平
和
と
交
通
安
全
そ
れ
ぞ
れ
を
テ
ー

マ
に
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

12
月
14
日（
水
）～
18
日（
日
）

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル

◆
平
和
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布

平
和
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
賞
、優
良
賞

に
入
選
し
た
24
点
を
掲
載
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
を
12
月
５
日（
月
）か
ら
配
布

し
ま
す
。無
く
な
り
次
第
終
了
。

日曜日・水曜日夜間の
市税及び国民健康保険税の納税相談
■日曜日窓口＝12月11日、午前10時～午後3時／
開設場所＝ 納税・債権管理課☎３３４-１１２２、
国民健康保険課☎７０４-００１１
■水曜日夜間窓口＝毎週水曜日（祝日を除く）午後5
時15分～8時／開設場所＝ 納税・債権管理課☎
３３４-１１２２、 税務課☎３５９-１１１５、 国民健康
保険課☎７０４-００１１　  　　　（納税・債権管理課）

欠真間１丁目（紙・布） ··12/20、1/17
　　 〃      （缶・ビン） ···12/6・20、1/17
香取１丁目（紙・布） ·····12/12、1/9
　　〃　（缶・ビン） ······12/12・26、1/23
行徳ハイムサルビア（缶・ビン）··毎週火曜日※
塩焼５丁目かもめ（紙・布） ··12/15、1/19
　　〃　（缶・ビン） ······12/15、1/5・19
島尻（紙・布） ················12/26、1/23
　〃　（缶・ビン）···········12/12・26、1/23
新田１丁目（紙・布） ·····12/10、1/14
　　〃　 （缶・ビン） ·····12/13・27、1/10・24
新田４丁目（紙・布） ·····12/19、1/16
　　〃　 （缶・ビン） ······12/5・19、1/16

末広（紙・布） ················12/17、1/21
菅野西（缶・ビン） ·········12/13・27、1/10・24
菅野2丁目（紙・布） ·····12/26、1/23
　　　〃　 　（缶・ビン） ···12/12・26、1/23
須和田１丁目（缶・ビン） ···12/6・20、1/17
須和田第２（紙・布） ····12/21、1/18
関ケ島（紙・布） ············12/18、1/15
   〃　（缶・ビン） ·············12/19、1/16
曽谷第６（缶・ビン） ······毎週土曜日※
宝２丁目イルカ（紙・布） ··1/5
　   〃　   （缶・ビン） ··12/15、1/5・19
根古屋（紙・布） ···········12/27、1/24
   〃　（缶・ビン） ···········12/13・27、1/10・24

東菅野さくら（紙・布） ···12/17、1/21
　　〃　　（缶・ビン） ···12/9、1/13・27
福栄かもめ（紙・布） ····12/4・18、1/15
富美浜（紙・布） ···········12/18、1/15
美里苑（紙・布） ···········12/3、1/7
　〃 　（缶・ビン） ·········12/13・27、1/17
湊新田（紙・布） ···········12/16、1/20

【ＰＴＡ】
大野小学校（紙・布） ··12/3
鬼高小学校（紙・布） ··12/3、1/7
塩浜学園（紙・布） ·······12/3・17、1/7・21
　　〃     （缶・ビン） ····毎週金曜日※

信篤小学校（紙・布） ···12/15、1/19
　　〃　 （缶・ビン） ··12/12、1/16
稲荷木小学校（缶・ビン） ···12/14・28、1/11・25
中国分小学校（紙） ····12/16、1/20
新浜小学校（紙・布） ··12/13・27、1/10・24
　　〃　 （缶・ビン） ··12/5・19、1/16
福栄小学校（紙・布） ··12/16、1/20
　　〃　 （缶・ビン） ··12/15、1/5・19
二俣小学校（紙・布） ··12/9、1/13
南新浜小学校（紙・布） ··12/9、1/13
　　〃　　 （缶・ビン） ···12/5・19、1/16
宮久保小学校（紙・布） ···12/28、1/25
　　〃　　（缶・ビン） ···毎週水曜日※

百合台小学校（缶・ビン）···毎週火曜日※

【高齢者クラブ】
香り会（缶・ビン） ··········12/9、1/13・27
国府台悠悠会（紙・布） ···12/17、1/21
塩焼２丁目はまみち（紙・布） ··12/15、1/19
　　 〃　 （缶・ビン） ··12/15、1/5・19
平川寿会（紙・布） ·······12/23、1/27
　　〃　　（缶・ビン） ·······12/9・23、1/13・27

【婦人会】
八幡南口（紙・布） ·······12/8、1/12
　　〃　　（缶・ビン） ·····12/8・22、1/12・26

備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
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12
月
17
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
オ

先
着
２
５
０
人

講
宮
尾
博
一
氏（
関
東
地
域
づ
く
り
協
会
客
員

研
究
員
）、吉
原
克
美
氏（
常
総
市
社
会
福
祉

課
長
）

☎
７
０
４・０
０
６
５
地
域
防
災
課

　

昨
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
り
被
災

し
た
茨
城
県
常
総
市
の
避
難
所
開
設
の

様
子
と
体
験
に
つ
い
て
や
、江
戸
川
の
防

災
・
洪
水
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
話
し
ま
す
。

防
災
講
演
会
開
催

▲被災直後の常総市

関東地域づくり協会
客員研究員

宮尾 博一氏



申
込
時
に
保
健
師
資
格
を
有
し
て
い

る
方
ま
た
は
採
用
予
定
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
方
、５
人
程
度
。看
護

師
＝
採
用
試
験
申
込
時
に
看
護
師

資
格
を
有
し
て
い
る
方
ま
た
は
採
用

予
定
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
、

１
人
程
度
。保
育
士
＝
採
用
試
験

申
込
時
に
保
育
士
の
登
録
を
受
け
て

い
る
方
ま
た
は
採
用
予
定
日
ま
で
に

登
録
を
受
け
る
見
込
み
の
方
、10
人

程
度
。

採
用
予
定
日 

平
成
29
年
４
月
１
日

（
土
）か
ら
順
次

任
期 

お
お
む
ね
１
年
以
上
３
年
未
満

（
職
員
の
育
児
休
業
請
求
期
間
に
応

じ
て
決
定
）

12
月
21
日（
水
）ま
で

人
事
課
、

総
務
課
、南
行
徳
市
民
セ
ン

タ
ー
、大
柏
出
張
所
、市
川
駅
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
土
曜
日
可
）で
配

布
の
受
験
案
内（
郵
送
で
の
配
布
に

つ
い
て
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）を
ご
覧
の
上
、必
要

書
類
を
12
月
21
日（
水
）ま
で（
消
印

有
効
）に
人
事
課（
〒
２
７
２・

８
５
０
１
住
所
不
要
）

☎
３
３
４・１
１
０
２
同
課

♦
♦
♦

学
校
司
書（
非
常
勤
）

資
格・人
数 

以
下
の
①
～
③
の
う
ち
、

１
つ
以
上
に
該
当
す
る
方
、若
干
名

①
司
書
教
諭
ま
た
は
司
書
も
し
く
は

司
書
補
の
資
格
を
有
す
る
方
②
教

員
免
許
を
有
す
る
方
③
読
書
教
育

に
関
し
知
識
と
経
験
を
有
す
る
方

雇
用
期
間 

平
成
29
年
４
月
１
日

（
土
）～
平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）の

う
ち
１
２
５
日

日
給 （
平
成
28
年
度
実
績
）７
，７
０
０
円

12
月
５
日（
月
）～
21
日（
水
）に
指

文
化
会
館

４
，０
０
０
円（
中
学
３
年
生
ま
で

は
無
料
）

い
け
ば
な
展
は
平
成
29
年
１
月
13

日（
金
）、こ
ど
も
い
け
ば
な
展
は
１
月

20
日（
金
）ま
で
に
☎
３
７
０
・ 

３
６
０
８
市
川
市
花
道
協
会（
倉
持
）

（
文
化
振
興
課
）

 

求
人

♦
♦
♦

①
管
理
員（
急
病
診
療
所
）

②
看
護
師（
急
病
診
療
所
）

勤
務
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。①
②
共
に
、夜

間
・
休
日（
週
１
～
２
回
程
度
）の
勤

務
で
す
。

資
格
・
人
数 

①
市
近
隣
に
在
住
で

通
勤
可
能
な
方
、１
人
②
看
護
師
免

許
取
得
済
み
で
実
務
経
験
が
あ
り
、

市
近
隣
に
在
住
で
通
勤
可
能
な
方
、

２
人

雇
用
期
間 

平
成
29
年
３
月
31
日

（
金
）ま
で（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
時
間 

夜
間（
曜
日
を
問
わ
ず
）

＝
午
後
７
時
30
分
～
11
時
30
分
、日

曜
日・祝
日
＝
午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

時
給 

①
夜
間（
曜
日
を
問
わ
ず
）＝

１
，４
５
０
円
、日
曜
日・祝
日
の
昼
間

＝
１
，２
６
０
円
②
夜
間（
曜
日
を
問

わ
ず
）＝
３
，８
１
０
円
、日
曜
日・祝

日
の
昼
間
＝
３
，５
３
０
円

☎
３
７
７・４
５
１
２
疾
病
予
防

課
急
病
担
当

♦
♦
♦

育
児
休
業
代
替
任
期
付
職
員

（
保
健
師・看
護
師・保
育
士
）

資
格
・
人
数 

保
健
師
＝
採
用
試
験

平
成
29
年
３
月
５
日（
日
）・６
日

（
月
）、い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後

５
時（
４
日・６
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

〔
こ
ど
も
い
け
ば
な
展
〕展
示
＝
平
成

29
年
３
月
４
日（
土
）～
６
日（
月
）、

参
加
記
念
品
授
与
式
＝
平
成
29
年

３
月
５
日（
日
）

♦
♦
♦

【
芸
術
祭・文
化
祭
】い
け
ば
な
展
・

こ
ど
も
い
け
ば
な
展
出
品
者

美
し
く
生
け
た
い
け
ば
な
を
出
展
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
い
け
ば
な
展
〕前
期
＝
平
成
29
年

３
月
３
日（
金
）・４
日（
土
）、後
期
＝

導
課
で
配
付
の
願
書
な
ど
に
必
要

事
項
を
書
き
、12
月
６
日（
火
）～
22
日

（
木
）に
同
課（
南
八
幡
仮
設
庁
舎
）に

持
参
。

選
考 

１
次
選
考
書
類
選
考（
小
論

文
審
査
を
含
む
）、２
次
選
考
面
接

審
査
＝
１
月
24
日（
火
）、25
日（
水
）、

27
日（
金
）

☎
３
８
３・９
３
３
８
同
課

♦
♦
♦

技
術
専
門
員（
非
常
勤
特
別
職
）

技
術
専
門
員
は
、市
が
発
注
す
る
業

務
委
託
や
建
設
工
事
の
設
計
図
書

を
精
査
し
、職
員
に
助
言
し
ま
す
。

募
集
要
項
、指
定
書
式
及
び
提
出

方
法
な
ど
は
、市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

資
格
・
人
数 

公
共
事
業（
工
事
や
業

務
委
託
）に
関
す
る
業
務
経
験
を
積

ん
で
い
て
、技
術
士
、一
級
建
築
士
、も

し
く
は
そ
の
他
相
応
の
資
格
を
保

有
す
る
方
、若
干
名

雇
用
期
間 

平
成
29
年
４
月
１
日

（
土
）～
平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）

日
額 

２
４
，４
０
０
円

申
込
書（
指
定
書
式
）、資
格
な
ど

を
証
す
る
書
類（
写
し
）、及
び
１
次
選

考
試
験
課
題（
指
定
書
式
）を
、12
月

21
日（
水
）ま
で（
消
印
有
効
）に
郵
送

で
技
術
管
理
課（
〒
２
７
２・８
５
０
１

※
住
所
不
要
）

☎
７
０
４・０
０
５
８
同
課

♦
♦
♦

教
育
相
談
員・

適
応
指
導
教
室
専
門
指
導
員

資
格
・
人
数 

教
育
相
談
員
＝
大
学

院
の
修
士
課
程（
心
理
学
科
な
ど
）

を
修
了
し
、１
年
以
上
の
心
理
臨
床

経
験
の
あ
る
方
、若
干
名
。適
応
指

導
教
室
専
門
指
導
員
＝
教
員
免
許

を
持
つ
方
、ま
た
は
大
学
院
の
研
究

科
に
お
い
て
心
理
学
、教
育
学
に
関

す
る
学
科
を
専
攻
し
博
士
課
程
の

前
期
課
程
を
修
了
し
た
方
、若
干
名

雇
用
期
間 

平
成
29
年
４
月
１
日

（
土
）～
平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）お

お
む
ね
週
３
日
勤
務

日
給 

（
平
成
28
年
度
実
績
）教
育
相

談
員
＝
１
５
，６
２
０
円
。適
応
指
導

教
室
専
門
指
導
員
＝
９
，８
１
０
円

火
～
土
曜
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
に
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
事

務
室
で
配
布
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
書
き
、平
成
29
年
１
月
５
日（
木
）

必
着
で
郵
送
ま
た
は
直
接
、同
事
務

室（
〒
２
７
２・０
０
１
５
鬼
高
１
の
１

の
４
）

☎
３
２
０・３
３
３
６
同
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

小
・
中
学
校
ラ
イ
フ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

資
格
・
人
数 

小
学
校
＝
学
校
教
育

や
児
童
の
健
全
育
成
に
理
解
が
あ

り
、子
ど
も
の
発
達
支
援
に
情
熱

を
有
す
る
方
、若
干
名
。中
学
校
＝

大
学
院
の
修
士
課
程（
心
理
学
科
）

を
修
了
し
、１
年
以
上
の
心
理
臨

床
経
験
の
あ
る
方
、ま
た
は
同
程
度

の
専
門
的
知
識・経
験
の
あ
る
方
、

若
干
名

雇
用
期
間 

平
成
29
年
４
月
１
日

（
土
）～
平
成
30
年
３
月
31
日（
土
）。

小
学
校
＝
１
１
１
日
。中
学
校
＝

１
２
４
日

時
給 

小
学
校
＝
時
給
９
９
０
円
。

中
学
校
＝
日
額
１
５
，６
２
０
円

願
書
配
付
期
間・配
布
場
所 

12
月

５
日（
月
）～
21
日（
水
）に
指
導
課
で

配
布願

書
な
ど
に
必
要
事
項

を
書
き
、12
月
６
日（
火
）～

22
日（
木
）に
同
課（
南
八
幡

仮
設
庁
舎
）に
持
参
。

選
考
日
程 

１
次
選
考
書
類

選
考（
小
論
文
審
査
を
含

む
）、２
次
選
考
面
接
審
査

＝
平
成
29
年
１
月
17
日

（
火
）・18
日（
水
）

☎
３
８
３・９
３
３
８
同
課

広
報
11
月
19
日
号

の
４
・５
面
の
人
事

行
政
運
営
特
集
で
項
目
４

の
技
能
労
務
職
の
平
均
給

与
月
額
が
４
４
４
，１
８
８
円

と
あ
る
の
は
、４
４
４
，３
４
０

円
の
誤
り
で
し
た
。お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正

12月3日〜1月31日
（雨天などのため変更することもあります）

週1回、市がごみ集積所で回収する
缶・ビンとは異なります。

☎712-6301清掃事業課

大型ごみの申し込み（清掃事業課）
専用電話712-6300電話のかけ間違いに注意

※印は祝日を除く

●12月23日（祝）は、「資源物とごみ」の収集を行います。
　収集曜日を守り、午前8時までに出してください。

【自治会】
市川グリーンハイツ（缶・ビン） ···毎週金曜日※
市川パークハイツ（缶・ビン） ·····毎週金曜日※
市川大野パークホームズ（紙・布） ··12/13・27、1/10・24
　   〃　   （缶・ビン） ··毎週土曜日※
市川南（紙・布・缶・ビン） ···毎週水曜日※
市川南３・４丁目（缶・ビン） ···12/14・28、1/11・25
稲越（紙・布） ················12/10、1/14
大境（紙・布） ················12/22、1/26
　〃　 （缶・ビン） ·········12/8・22、1/12・26
大芝原（紙・布・缶・ビン） ···12/5・19、1/16
大町第３市営（紙・布） ···12/18、1/15
　 〃　 　（缶・ビン） ···12/3・17、1/7・21

鬼高（ビン） ···················12/13・27、1/10・24
北方東部（缶・ビン） ····12/15、1/5・19
国府台町会（紙・布・缶・ビン） ···12/12・26、1/23
国府台２丁目（紙・布・缶・ビン） ···12/12・26、1/23
国分７丁目（缶・ビン） ···12/7・21、1/4・18
幸１丁目（缶・ビン） ······12/15、1/5・19
幸２丁目（缶・ビン） ······12/15、1/5・19
塩浜市営住宅（紙・布） ····12/18、1/15
　  〃 　（缶・ビン）······12/9、1/13・27
塩焼３丁目ちどり（紙・布） ··12/11、1/8
下貝塚２丁目（紙・布） ···1/6
　     〃 　 （缶・ビン） ···12/3・17、1/7・21
白幡（缶・ビン） ·············12/13・27、1/10・24

新田２・３丁目（紙・布） ···12/10・24、1/14・28
　    〃　  （缶・ビン） ···毎週金曜日※
新八幡（紙・布） ···········12/13、1/10
    〃　（缶・ビン） ·········12/13・27、1/10・24
曽谷第２（缶・ビン） ······12/6・20、1/17
曽谷第４（缶・ビン） ······12/5・19、1/16
宝１丁目（紙・布） ·········1/5
　〃　 （缶・ビン） ·········12/15、1/5・19
中国分（紙・布・缶・ビン） ···毎週水曜日※
平田町会（缶・ビン） ····毎週木曜日※
宮久保台（紙・布） ·······12/10、1/14
　 〃 　（缶・ビン） ········12/14・28、1/11・25
八幡下町（缶・ビン） ····12/6・20、1/17

八幡門前（紙・布・缶・ビン） ····12/5
梨風苑（紙・布・缶・ビン） ···12/15、1/5・19
若宮１丁目町会（紙・布・缶・ビン） ···12/6
若宮２丁目町会（紙・布） ····12/7、1/4
　　 〃　　　（缶・ビン） ····12/7・21、1/4・18

【子ども会】
相之川（缶・ビン） ·········12/6・20、1/17
新井（紙・布） ················12/26、1/23
　〃　（缶・ビン）···········12/12・26、1/23
大洲（紙・布） ················12/18、1/15
   〃  （缶・ビン） ·············毎週月曜日※
北国分（紙・布・缶・ビン） ···毎週金曜日※

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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市長  大
お お

久
く

保
ぼ

 博
ひろし

　師走に入り、寒さもひとしお身にしみるよう
になりました。
　市民のみなさんは、いかがお過ごしでしょ
うか。
　昨今、少子化や核家族化によって地域の
つながりが薄れる中、高齢者や障害のある
方、子育てや介護をしている方などが、周囲
に相談できず孤立してしまうケースが増えて
います。そこで、地域の身近な相談相手とし
て、必要な支援を行うのが「民生委員・児童
委員」のみなさんです。地域の実情をよく知
り、福祉やボランティア活動などに理解と熱
意のある住民の方から選ばれ、援助が必要
な方と関係機関をつなぐパイプ役を担って
いただいています。
　現在、全国では約２３万人、本市では４４４
人の方が活躍されています。来年は、民生委
員制度が始まって１００周年を迎えますが、超
高齢社会が進む中、民生委員・児童委員の
役割は、ますます重要になっていきます。
　市民のみなさんにおかれましては、誰もが
安心して暮らせる地域づくりのために、民生
委員・児童委員の活動へのご理解とご協力
を賜りますようお願いいたします。また、生活
に対する不安や悩みがあればどんなことで
も気軽にご相談ください。

地域の身近な相談相手
「民生委員・児童委員」

市民のみなさんへ ご
み
焼
却
の
禁
止

事
業
系
ご
み
の
処
理
方
法

①
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

　
直
接
搬
入

月
～
土
曜
日
の
午
後
１
時
～
４

時（
祝
日
を
除
く
）

田
尻
１
０
０
３

10
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
２
１
６

円（
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
場
合

も
２
１
６
円
の
手
数
料
が
か
か
り

ま
す
）。

処
理
で
き
な
い
ご
み
も
あ
り
ま
す

の
で
、☎
３
２
８・２
３
２
６
同
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
専
門
業
者
に
委
託（
有
料
）

　

市
が
許
可
し
た
収
集
運
搬
業
者

と
、費
用（
ご
み
の
量
や
収
集
頻
度

な
ど
に
よ
り
異
な
る
）な
ど
に
つ
い

て
確
認
し
て
か
ら
契
約
し
て
く
だ
さ

い
。住
居
併
用
で
少
量
排
出
事
業

所
の
場
合
は
、面
積
や
排
出
量
な

ど
の
要
件
に
よ
り
、家
庭
ご
み
集
積

所
に
出
せ
る
免
除
規
定
が
あ
り
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
７
１
２・６
３
１
８
循
環
型
社

会
推
進
課

　

ご
み
を
設
備
が
整
わ
な
い
状
態
で
焼
却
す
る
と
、

煙
や
臭
い
に
よ
っ
て
近
所
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、ご
み
の
種
類
に
よ
っ
て
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
有
害
な
物
質
を
発

生
さ
せ
て
大
気
汚
染
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。ご
み
の
焼
却
は
、風
俗
習
慣

上
の
も
の
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
い
て
禁
止
さ
れ
、違
反
者
に
は
５
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
，０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。な
お
、

例
外
的
に
認
め
ら
れ
た
ご
み
の
焼
却
で
も
、近
隣
住
民
か
ら
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
た
場
合
は
、指
導
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

店
舗
や
事
務
所
、飲
食
店
な
ど
か
ら
出
る
書
類
、段
ボ
ー
ル
、

残
飯
、茶
殻
な
ど
の
ご
み（
事
業
系
一
般
廃
棄
物
）は
、量
に
か
か

わ
ら
ず
、公
共
の
ご
み
集
積
所
や
集
団
資
源
回
収
所
に
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。次
の
方
法
で
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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◀︎「お変わりないですか」。この言葉から始まる友愛訪問

大
和
田・稲
荷
木
地
区 

主
任
児
童
委
員

岩い
わ

瀬せ

さ
ん（
左
）  

鈴
木
さ
ん（
右
）

　

民
生
委
員
は
、厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委い

嘱し
ょ
く

さ
れ
た
特
別
職
の

地
方
公
務
員（
非
常
勤
）で
あ
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い

ま
す
。地
域
住
民
か
ら
相
談
を
受
け
る
と
と
も
に
、必
要
に
応

じ
て
市
民
と
市
役
所
な
ど
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
も
担
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、全
て
の
民
生
委
員
は
、児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、

児
童
に
関
す
る
こ
と
や
乳
幼
児・妊
産
婦
の
相
談
を
受
け
た
り
、

支
援
を
行
う
な
ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
市
で
は

市
域
を
18
地
区
に
分
け
、４
４
４
人（
実
数
）の
民
生
委
員・児
童

委
員（
以
下
、民
生
委
員
）が
お
り
、そ
の
う
ち
37
人
が
児
童
福

祉
を
専
門
に
携
わ
る
主
任
児
童
委
員
に
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

　自分の子どもが小・中学生の時、
PTA委員を務めたことがきっかけで
主任児童委員になりました。昔と比
べ、働くお母さんが多く、子どもと触
れ合える時間が取りづらくなってい
るように感じます。そんな中、親子参
加の学校行事などに主任児童委
員が積極的に参加しお手伝いする
ことで、地域の親子を優しく見守っ
ていきたいと思います。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　
民
生
委
員
に
つ
い
て
も
っ
と
教
え
て

　

市
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
て
い
ま
す
。地
域

の
実
情
に
詳
し
く
、福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
方

が
、自
治
会
な
ど
か
ら
推
薦
さ
れ
市・県
の
推

薦
を
経
て
、厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
ま
す
。

ど
ん
な
人
が

民
生
委
員
に
な
っ
て
い
る
の

　

生
活
に
対
す
る
悩
み
や
不
安
が
あ

れ
ば
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。例
え
ば
、

高
齢
で
１
人
暮
ら
し
が
不
安
、

子
ど
も
の
こ
と
で
心
配
事
が
あ

る
な
ど
。誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い

か
分
か
ら
な
い
こ
と
も
、住
民
の
立

場
に
立
っ
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を

相
談
で
き
る
の

　

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
を
専

門
に
担
当
し
、児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。ま
た
、学
校
や
児
童
相
談
所
な
ど

の
関
係
機
関
、地
区
担
当
の
民
生
委
員
と

連
携
し
て
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。主

任
児
童
委
員
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
☎︎

７
１
１・０
６
７
９
子
育
て
支
援
課

主
任
児
童
委
員
は

何
を
す
る
の

　

民
生
委
員
に
相
談
し
た
い
と
き
は
、☎︎

３
３
４・１
１
８
３

地
域
支
え
あ
い
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、活
動
上
で
知

り
得
た
情
報
は
、守
秘
義
務
に
よ
り
守
ら
れ

ま
す
。委
員
退
任
後
も
同
様
で
す
。安
心
し

て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
し
た
い
と
き
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の

地域の親子のために
できること

ご存知ですか
あなたの身近にいる

相談相手

私たちが民生委員・児童委員です

Q＆A

声

民生委員 高橋さん▶︎ 民生委員 大場さん（左）・田中さん（右）▶︎

いつ
もそばにいるよ

安
心し
て暮らすために

（
地
域
支
え
あ
い
課
）



広報いちかわ　2016年（平成28年）12月3日　No.15575 特集 1

▲地区担当者が訪問します

南
行
徳
北
部
地
区
会
長 

堀
江 

弘
孝
さ
ん

ふ
れ
あ
い
会
食
会
参
加
者 

山
口
さ
ん

▲子育てサロンの運営にも携わっています

▲高齢者サポートセンターとの活発な意見交換

　

地
域
で
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
、見
守

り・
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
市
で
は
、65
歳
以

上
の
１
人
暮
ら
し
で
、民
生
委
員
の
訪
問
を
希

望
す
る
方
に
、定
期
的
な
訪
問（
友
愛
訪
問
）を

行
っ
て
い
ま
す
。訪
問
を
通
じ
て
、い
つ
で
も
相
談

で
き
る
関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
や
交
流
の
場
と
し
て
、さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。地
区
に
よ
っ
て

イ
ベ
ン
ト
は
異
な
り
、そ
の
地
区
の
特
色
に
合
っ
た

催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
と
し
て
、地
区
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
、ふ
れ
あ
い
会
食
会
や
子
育

て
サ
ロ
ン
を
実
施
し
て
、地
域
と
の
つ
な
が
り
を

強
く
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
は
、行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ

を
市
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
他
、市

民
か
ら
の
相
談
内
容
に
よ
り
、関
係
機
関

へ
の
橋
渡
し
を
行
う
な
ど
、問
題
解
決
に

向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　毎年、ふれあい会食会の日が来るのを楽しみにして
います。外に出る機会が減り、地域の方と交流を持つ
機会が少なくなっていますので、みなさんと顔なじみに
なりお話ができて楽しいです。民生委員さんがイベント
の紹介や、定期的に家を訪問してくれるので安心して
暮らせます。

　民生委員として18年間活動していますが、まだ民生委員
は地域の人に知られていないのが現状だと思います。人と
人とのつながりが薄れている中で、民生委員は生活に困っ
ている方が市の公的サービスなどを効果的に受けられるよう
に、さまざまなお手伝いをしています。それには、地域の方が
民生委員に気軽に相談できる体制づくりが大切です。今後
も子どもから高齢者まで多くの方が参加する地域行事に協
力していきます。お手伝いによって、感謝の言葉をもらった
時は、うれしいですし、やりがいを感じますね。

　
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

見
守
る

支
え
る

つ
な
ぐ

ふ
れ
あ
い
会
食
会
で

み
ん
な
と
会
え
る
の
が
楽
し
み

「
あ
り
が
と
う
」を

力
に
変
え
て

どんなことでも
気軽に相談
してください

民生委員制度についての問い合わせは

☎334-1183地域支えあい課

声

声

ガッチリスクラムを組んでサポートします▶︎



00

の
１
）大野

町
周
辺
に
在
住
の
生
後
８

カ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
母
親
、15

組
程
度（
き
ょ
う
だ
い
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
）

12
月
12
日（
月
）ま
で
に
☎
７
１
１・ 

１
７
３
６
す
こ
や
か
応
援
隊

♦
♦
♦

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

ゲ
ー
ム
や
歌
遊
び・工
作
な
ど
、子
ど

も
の
育
成
者
向
け
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
実
技
を
学
び
ま
す（
全
５
回
）。

平
成
29
年
１
月
18
日
・
25
日
、２

月
１
日
・８
日
・
15
日
、い
ず
れ
も
水

曜
日
午
後
７
時
15
分
～
８
時
45
分

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
分
館
、市
役

所
18
歳
以
上
で
、子
ど
も
と
関
わ
る

仕
事
や
活
動
を
し
て
い
る
方
ま
た
は

興
味
の
あ
る
方
、抽
選
で
50
人（
高

校
生
不
可
）

無
料（
材
料
費
別
途
）

受
講
申
込
書（
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）ま
た
は
は

が
き
に
必
要
事
項（
６
面
上
段
参
照
）

と
性
別
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
所
属
団
体
名
、子
ど

も
と
関
わ
る
活
動
・
仕
事
の
経
験
年

数
、講
習
会
写
真
の
広
報
活
用
の
可

否
を
書
き
、12
月
12
日（
月
）必
着
で

青
少
年
育
成
課（
〒
２
７
２・０
０
２
３

南
八
幡
１
の
17
の
15
）

☎
３
８
３・９
４
１
９
同
課

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

　

表
組

♦
♦
♦

冬
の
お
た
の
し
み
会

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居・大

型
絵
本
な
ど
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

12
月
24
日（
土
）午
後
２
時（
５
分

前
に
集
合
）～
２
時
30
分

こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん

４
歳
～
小
学
生

☎
３
２
０・３
３
４
６
中
央
図
書
館

内
こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん

♦
♦
♦

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば「
８
カ
月
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
ひ
ろ
ば
」

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
、遊

び
場
の
紹
介
を
し
ま
す
。

12
月
13
日（
火
）午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

本
光
寺（
大
野
町
３
の
１
６
９
５

♦
♦
♦

発
達
相
談 

お
座
り
や
ハ
イ
ハ
イ
を
し
な
い
な
ど
、

子
ど
も
の
発
達
に
心
配
の
あ
る
方
の

個
別
相
談
。

平
成
29
年
１
月
18
日（
水
）／

保
健
セ
ン
タ
ー
、平
成
29
年
１
月
６
日

（
金
）／
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
、い
ず

れ
も
午
前
中

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

妊
婦
歯
科
健
診

平
成
29
年
１
月
19
日（
木
）／

保
健
セ
ン
タ
ー
、平
成
29
年
１
月
12
日

（
木
）／
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
、い

ず
れ
も
午
後
１
時
20
分
・２
時
20
分

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

♦
♦
♦

歯
科
衛
生
士
に
よ
る

歯
み
が
き
レ
ッ
ス
ン（
年
齢
別
）

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

４
カ
月
あ
か
ち
ゃ
ん
講
座

計
測
、育
児
や
離
乳
食
の
話
、個
別

相
談
、お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
。

４
カ
月
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者
。

参
加
で
き
な
か
っ
た
場
合
５
カ
月
の

乳
児
も
可
。予
約
不
要
。市
川
公
民

館
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の
来
館
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
相
談
。保
健

セ
ン
タ
ー
と
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー

の
み
歯
科
相
談
あ
り
。

乳
幼
児
及
び
そ
の
保
護
者

市
川
公
民
館
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の

来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。大
野

公
民
館
と
信
篤
公
民
館
は
奇
数

月
の
み
開
催
。保
健
セ
ン
タ
ー・
南

行
徳
セ
ン
タ
ー
以
外
の
会
場
は
体

重
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
、身
長
１
０
０
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
測
定
。

各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
予
約

南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
、い
ず
れ
も

受
付
は
午
後
１
時
～
２
時

平
成
25
年
７
月
生
ま
れ
の
子
に
12
月

中
旬
ご
ろ
通
知
を
発
送
し
ま
す
。４
歳

の
誕
生
日
以
降
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

離
乳
食
教
室

離
乳
食
の
進
め
方
の
話
と
実
演
、試

食
。１
日
２
回
同
じ
内
容
で
実
施
。

◆
離
乳
食
教
室（
１
回
食
）

①
平
成
29
年
１
月
12
日（
木
）②

平
成
29
年
１
月
11
日（
水
）

４
～
６
カ
月
児
の
保
護
者

◆
離
乳
食
教
室（
２
回
食
）

①
平
成
29
年
１
月
13
日（
金
）②

平
成
29
年
１
月
25
日（
水
）

７・８
カ
月
児
の
保
護
者

①
保
健
セ
ン
タ
ー
先
着
各
35
人

②
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
先
着
各

24
人

時
間 

午
後
１
時
～
２
時
、午
後
２
時

30
分
～
３
時
30
分

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当

♦
♦
♦

育
児
相
談

身
長
、体
重
測
定
、授
乳・離
乳
食・

で
す
。詳
し
く
は
同
施
設
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

施
設
名 

市
川
南
保
育
園
病
後
児
保

育
室「
ひ
ま
わ
り
」

登
録
開
始
日 

平
成
29
年
１
月
４
日

（
水
）午
前
９
時

生
後
６
カ
月
～
小
学
３
年
生

１
日
３
，０
０
０
円

☎
３
２
５・２
８
２
８
同
施
設

（
こ
ど
も
施
設
運
営
課
）

♦
♦
♦

１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

①
平
成
29
年
１
月
10
日

（
火
）・
24
日（
火
）／
保
健
セ
ン
タ
ー

②
平
成
29
年
１
月
17
日（
火
）・31
日

（
火
）／
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
、い

ず
れ
も
受
付
は
午
後
１
時
～
２
時

平
成
27
年
６
月
生
ま
れ
の
子
に
12

月
中
旬
ご
ろ
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

内
科
健
診
は
、医
療
機
関
で
個
別

に
行
い
ま
す
。２
歳
の
誕
生
日
以
降

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

３
歳
児
健
康
診
査

①
平
成
29
年
１
月
11
日（
水
）・

25
日（
水
）／
保
健
セ
ン
タ
ー
②
平
成

29
年
１
月
18
日（
水
）・26
日（
木
）／

子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）

市
川
南
保
育
園
に
病
後
児
保
育
室

「
ひ
ま
わ
り
」を
新
設

仕
事
や
家
庭
の
都
合
で
看
病
が
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、病
気
回
復
期

の
子
ど
も
を
預
か
る
施
設
で
す
。利

用
に
は
、事
前
の
利
用
登
録
が
必
要

…エコボポイント対象（数字はポイント数）  　　…健康マイレージポイント対象（数字はポイント数） ●各公共施設にお越しの際は、公共交通機関のご利用をお願いします。00

広報いちかわ　2016年（平成28年）12月3日　No.1557 6支え合い

で
友
達
作
り

時間 いずれも午後１時30分～３時
　　（センターにより時間が異なる場合あり）

初産の妊婦の方と、赤ちゃん連れの方（夫婦での参加も可）
電話で各会場

日程 施設名 住所・電話番号

第１
金曜日

ＣＭＳいちかわキッズ
子育て支援センター

市川南１-１０-１ザ タワーズ ウエスト
３階（市川キッズステーション内）
☎３２２-８７３３

第2・3
木曜日

こあらっこ・
こどもセンター

国府台２-９-１３（国府台保育園内）
☎３７３-１４０８

第４
月曜日

ＣＭＳ市川大野
子育て支援センター

大野町３-１４３８-１
（市川大野ナーサリースクール内）
☎３３９-３３３１

第４
火曜日さかえ・こどもセンター

北国分４-１０-３（風の谷こども園内）
☎３７３-０１９１

第１
水曜日 シーガル・こどもセンター 幸２-８-１７（愛泉保育園内）

☎３９６-２２５２

第３
木曜日

妙典保育園
地域子育て
支援センター

妙典６-２-４５（妙典保育園内）
☎３９８-１６３１

第４
水曜日

キッド・ステイ
こどもセンター

香取２-１９-１０
（キッド・ステイ南行徳保育園内）
☎３９０-１１８０

第４
金曜日

地域子育て
支援センター結

広尾２-３-１（広尾みらい保育園内）
☎３９０-２２２７

　地域に住む妊婦同士、情報交換をしながら友達を作り
ましょう。足浴や、離乳食の試食、ベビー用品作り、保育
園の話なども聞けます。なお、日程が合わない場合はお気
軽にご相談ください。　　　　　　　  （子育て支援課）

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返
信

用
の
あ
て
先
も
記
入 

※
は
が

き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、い
ず
れ
の
場
合
も

右
記
の
必
要
事
項
を
書
い
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。※
熱
を
加
え

る
と
消
え
る
筆
記
用
具
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項

会 場 日 程 受付時間 申し込み

大野公民館 1月12日（木）
〈相談あり〉
１０:００～
１０:４０

〈測定のみ〉
１１:００～
１１:３０

保健センター
☎３７７-４５１１

信篤公民館 1月19日（木）

市川公民館 1月26日（木）

保健センター 1月27日（金）

南行徳
保健センター 1月  6日（金） 南行徳

保健センター
☎３５９-８７８５行徳公民館 1月20日（金）

対 象
日程 ・ 受付時間

保健センター 南行徳
保健センター

赤ちゃん（１０～１１カ月児）
はじめての歯ブラシみがき

1月11日（水）
午前10時

1月18日（水）
午前10時

1月25日（水）
午前10時

1月26日（木）
午前10時

２歳児（２歳６カ月～３歳未満児）
歯みがきとぶくぶくうがいの練習

1月16日（月）
午前10時・11時

1月13日（金）
午前10時・11時

３～４歳児
歯みがきチェック

1月16日（月）
午後３時

1月13日（金）
午後３時

会 場 日 程 受付時間
南行徳保健センター 1月  6日（金）１３:１５～

１３:４５大野公民館 1月12日（木）
妙典子育て
支援センター 1月13日（金）９:４0～

１０:００
信篤公民館 1月19日（木）

１３:１５～
１３:４５

行徳公民館 1月20日（金）
市川公民館 1月26日（木）
保健センター 1月27日（金）

平
成
29
年
１
月
９
日（
祝
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

文
化
会
館

発
達
障
害
に
関
心
の
あ
る

方
や
支
援
者
、先
着
４
０
０
人

午
後
１
時
30
分
～
３
時
＝

基
調
講
演「
発
達
障
害
の
特
性

と
支
援
」／
講
師 

辻
井
正
次
氏

（
ア
ス
ペ・エ
ル
デ
の
会
代
表
）。午

後
３
時
10
分
～
４
時
30
分
＝

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
一
人
一
人
に
合

わ
せ
た
配
慮
を
考
え
る
＂集
団

に
お
け
る
配
慮
と
は
＂」

平
成
29
年
１
月
６
日（
金
）

ま
で
に
☎
３
７
０・３
５
７
７
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
７
６・１
１
１
５

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

　

基
調
講
演
で
は
、子
ど
も
が
自
信
を
持
っ

て
成
長
す
る
た
め
に
、周
囲
の
大
人
が
正
し

く
発
達
障
害
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
す
。ま
た
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、集
団
の
中
の
子
ど
も
へ
の
支
援
と
し

て
行
っ
て
い
る
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
様
子

や
、そ
の
支
援
を
受
け
た
ク
ラ
ス
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

ど
の
子
も
地
域
で

元
気
に
育
て
よ
う

発達障害児シンポジウムで理解を深める

▼妊婦同士や保育士、先輩ママとおしゃべりをして、
　リフレッシュしませんか

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
マ
タ
ニ
テ
ィ



市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
親
、

抽
選
で
20
組
40
人

４
，５
０
０
円（
チ
ケ
ッ
ト
代
）

往
復
は
が
き
に
親
子
の
必
要
事
項

（
６
面
上
段
参
照
）を
書
き
、12
月
16

日（
金
）必
着
で
ス
ポ
ー
ツ
課（
〒 

２
７
２・０
８
２
７
国
府
台
１
の
６
の

４
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
３
７
３・３
１
１
２
同
課

♦
♦
♦

「
障
害
者
文
化
講
座
」

合
唱・コ
ー
ル
チ
ク
タ
ク

障
害
の
あ
る
方
た
ち
と
一
緒
に
合
唱

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

毎
月
１
～
２
回
、土
曜
日
の
午
後

１
時
～
４
時

市
川
駅
南
公
民
館

市
内
在
住
で
障
害
の
あ
る
方
、障

害
の
あ
る
方
と
共
に
学
べ
る
方

２
，０
０
０
円（
教
材
費
６
カ
月
分
）

☎
３
３
４・１
１
６
８
ま
た
は
必
要

事
項（
６
面
上
段
参
照
）を
書
き
、Ｆ
Ａ

Ｘ
３
３
５・２
０
３
０
障
害
者
支
援
課

♦
♦
♦

視
覚
障
害
者
点
字
講
習
会

12
月
８
日（
木
）10
時
～
正
午

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン

タ
ー（
ア
ク
ス
本
八
幡
２
階
）

中
途
失
明
者（
新
会
員
募
集
中
）

☎
３
７
３・４
８
０
４
視
覚
障
害
者

福
祉
会（
久
保
）

（
障
害
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

成
年
後
見
無
料
相
談
会

行
政
書
士
が
成
年
後
見
制
度
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す（
来
館
順
）。

12
月
９
日（
金
）午
後
1
時
～
4
時

市
川
公
民
館

☎
０
４
７・４
６
８・８
７
２
４
コ
ス

モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

千
葉
県
支
部

（
介
護
福
祉
課
）

 

募
集

♦
♦
♦

市
川
市
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
者

平
成
29
年
度
開
設
分
の
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス（
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
、看
護
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
及
び
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
）の
整
備・運
営

事
業
者
を
公
募
し
て
い
ま
す
。詳
し

く
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

☎
３
３
４・１
１
５
１
福
祉
政
策
課

40
歳
以
上

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

♦
♦
♦

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
講
座

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
市
川
第
一

12
月
14
日（
水
）午
後
１
時
30
分

～
３
時

ア
イ・リ
ン
ク
ル
ー
ム

悪
質
商
法
か
ら
高
齢
者
を
守
ろ
う

先
着
20
人

☎
７
０
０・５
１
３
９
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
国
分

12
月
15
日（
木
）午
後
１
時
～
３
時

西
部
公
民
館

介
護
者
家
族
の
交
流
会

先
着
10
人

☎
３
１
８・５
５
６
５
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
宮
久

保・下
貝
塚

12
月
16
日（
金
）午
後
２
時
～
４
時

大
野
中
央
病
院（
下
貝
塚
３
の
31

の
２
）健康

は
良
い
姿
勢
か
ら
～
腰
痛

予
防
で
ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ
～（
基
礎
編
）

先
着
20
人

☎
３
７
３・０
７
６
３
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
大
柏

12
月
20
日（
火
）午
後
１
時
30
分

～
３
時

大
野
公
民
館

介
護
者
相
互
の
交
流
会
～
リ
ラ
ッ

ク
ス・ク
リ
ス
マ
ス
～

先
着
15
人

☎
３
３
８・６
５
９
５
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
大
柏

12
月
22
日（
木
）午
前
10
時
15
分

～
正
午

大
野
公
民
館

第
７
回
大
柏
げ
ん
き
塾

先
着
25
人

☎
３
３
８・６
５
９
５
同
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
観
戦
会

「
ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ

２
０
１
６-

２
０
１
７
シ
ー
ズ
ン
」第
15

節「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
ア
ー
ク
ス
Ｖ
Ｓ
ク
ボ
タ

ス
ピ
ア
ー
ズ
」の
観
戦
バ
ス
ツ
ア
ー
で

す
。ラ
グ
ビ
ー
の
迫
力
や
熱
気
を
、ス

タ
ジ
ア
ム
で
体
感
し
ま
せ
ん
か
。

平
成
29
年
１
月
14
日（
土
）午
前
９

時（
市
役
所
本
庁
舎
集
合
）～
午
後

３
時
15
分（
市
役
所
本
庁
舎
解
散
）

秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場（
東
京
都
港

区
北
青
山
２
の
８
の
35
）

を
助
成
し
ま
す
。対
象
者
や
対
象
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つい
て
は
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

☎
７
０
４
・０
２
７
２
、Ｆ
Ａ
Ｘ

３
３
５・２
０
３
０
障
害
者
支
援
課

♦
♦
♦

歯
周
疾
患
検
診

今
年
度
30
歳
・
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70

歳
に
な
る
12
月
～
３
月
生
ま
れ
の
方

に
受
診
券
を
発
送
し
ま
し
た
。受
診

券
が
届
き
次
第
、で
き
る
だ
け
早
め
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。市
内
に
転
入
さ

れ
た
方
や
、届
い
て
い
な
い
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
診
期
限 

平
成
29
年
２
月
28
日（
火
）

市
川
市
歯
周
疾
患
検
診
指
定
歯

科
医
院

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

歯
の
イ
キ
イ
キ
相
談

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
相
談
。

平
成
29
年
１
月
27
日（
金
）／

保
健
セ
ン
タ
ー
、平
成
29
年
１
月
６
日

（
金
）／
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
、い
ず

れ
も
午
後
１
時
～
３
時

申
請
の
方
は
忘
れ
ず
に
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。自
身
が
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
で
、申
請
書
が
届

い
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
に
つ
い
て
＝
☎
３
３
４・ 

０
１
０
０
臨
時
給
付
金
相
談
窓
口
、

制
度
に
つ
い
て
＝
☎
０
５
７
０
・ 

０
３
７・１
９
２
厚
生
労
働
省
給
付

金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

♦
♦
♦

平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）か
ら

障
害
基
礎
年
金
相
談
が
予
約
制
に

障
害
基
礎
年
金
の
請
求
に
関
す
る

相
談
を
希
望
す
る
方
は
、事
前
に
国

民
年
金
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。受

け
付
け
は
希
望
日
の
１
カ
月
前
か

ら
。相
談
の
対
象
者
は
、当
該
傷
病

に
関
わ
る
初
診
日
に
お
い
て
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
、ま
た
は
初
診

日
が
20
歳
前
の
方
。

☎
３
３
４・１
１
２
７
国
民
年
金
課

♦
♦
♦

裁
判
員
制
度
に
関
わ
る

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
を
助
成

障
害
者
な
ど
と
同
居
し
て
介
護
を

行
う
親
族
な
ど
が
、裁
判
員
な
ど
と

し
て
裁
判
所
へ
出
頭
、ま
た
は
職
務

を
行
う
場
合
に
、障
害
者
な
ど
が
利

用
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
費
用

健
康
・
福
祉

 
お
知
ら
せ

♦
♦
♦

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

感
染
症
に
ご
注
意
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
感
染
性
胃
腸
炎

が
流
行
す
る
季
節
で
す
。左
記
の
対

策
を
取
る
な
ど
、健
康
的
な
生
活
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。①
十
分
な
栄
養

と
休
息
を
と
る
②
外
出
か
ら
戻
っ
た

ら
、手
洗
い・う
が
い
を
す
る
③
流
行

時
は
人
混
み
を
避
け
る
④
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
守
る（
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出

る
と
き
は
、マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
）⑤
部
屋
の
湿
度
を
50
～
60
パ
ー

セ
ン
ト
に
保
つ
⑥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

流
行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
る

☎
３
７
７・４
５
１
２
疾
病
予
防
課

♦
♦
♦

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は

12
月
28
日（
水
）ま
で
に

臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
年
金
生
活

者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金（
障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
）

の
申
請
期
限
は
12
月
28
日（
水
）（
消

印
有
効
）で
す
。該
当
と
思
わ
れ
る
方

に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。未

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内
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戸
時
代
の
行
徳
は
、関
東

随一の
塩
の
生
産
地
で
し

た
。と
こ
ろ
が
、い
つ
か
ら
行
徳
で

塩
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
か
に
な

る
と
、正
確
に
答
え
る
の
は
困
難

で
す
。た
と
え
ば
行
徳
の
塩
づ
く

り
は
笊ざ

る

を
使
用
す
る
笊
取
法
で
す

が
、そ
れ
が
導
入
さ
れ
た
時
期
に

な
る
と
判
然
と
し
ま
せ
ん
。そ
の一

方
で
、塩
づ
く
り
に
関
す
る
伝
承

は
様
々
で
す
。ま
ず
は
塩
づ
く
り

開
始
に
関
す
る
諸
説
を
紹
介
し

ま
す
。

　
一つ
は
、河
本
弥
左
衛
門
が
塩
づ

く
り
を
伝
え
た
と
す
る
伝
承
で

す
。後
に
法
善
寺（
本
行
徳
）の
住

職
に
な
る
宗
玄
和
尚
で
、現
在
の

大
阪
か
ら
伝
え
た
と
し
ま
す
。こ

の
伝
承
は
、大
正
時
代
に
編
纂
さ

れ
た『
千
葉
県
東
葛
飾
郡
誌
』で

確
認
で
き
ま
す
。ま
た
法
善
寺
が

創
建
さ
れ
た
年
次
を
慶
長
５
年

（
１
６
０
０
）と
す
れ
ば
、そ
の
頃
に

塩
づ
く
り
が
伝
わ
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。な
お
法
善
寺
は
、江
戸

時
代
後
半
の
記
録
に「
塩
場
寺
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。も
う一つ
は
、

江
戸
時
代
後
半
に
作
成
さ
れ
た

塩し
お

浜は
ま

由ゆ
い

緒し
ょ

書が
き

の
記
述
で
す
。主
に

上
総
の
五
井（
市
原
市
）か
ら
伝

わっ
た
と
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
諸
説

を
総
合
す
る
と
、徳
川
家
康
が
関

東
に
入
っ
た
頃
に
塩
づ
く
り
が
伝

え
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
徳
川
家
康
の
時
代
を

探
っ
て
み
る
と
、塩
づ
く
り
開
始

に
関
し
て
、一つ
客
観
性
が
高
い
情

報
が
あ
り
ま
す
。慶
長
元
年

（
１
５
９
６
）、吉
田
佐
太
郎
と
い

う
代
官
が
妙
典
に
お
い
て
塩
浜

の
開
発
奨
励
を
し
て
い
る
こ
と
で

す
。吉
田
佐
太
郎
は
、各
地
の
開

発
を
主
導
し
た
人
物
で
も
あ
り

ま
す
。や
は
り
徳
川
家
康
の
時
代

が一つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
そ
う

で
す
。

　
一方
、徳
川
家
康
の
時
代
か
ら

行
徳
で
塩
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
こ

と
を
前
提
に
し
、行
徳
か
ら
塩
づ

く
り
が
伝
わっ
た
と
す
る
地
域
も

あ
り
ま
す
。東
北
地
方
の
太
平
洋

岸
、た
と
え
ば
福
島
県
相
馬
の
松

川
浦
や
宮
城
県
石
巻
の
万
石
浦

な
ど
で
す
。相
馬
で
の
塩
づ
く
り

の
道
具
に
は
、「
本
釜
」と「
行
徳

釜
」が
あ
り
ま
す
。注
目
し
た
い

の
は
、道
具
名
に「
行
徳
」が
出
て

く
る
こ
と
で
す
。　　
　

　

歴
史
博
物
館
で
は
、行
徳
の

塩
に
つ
い
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

展
示
資
料
の
塩
づ
く
り
の
道
具

の
中
に「
行
徳
」の
名
が
つ
け
ら

れ
た「
行
徳
鋤ぼ

そ（
行
徳
ボ
ソ
）」が

あ
り
ま
す
。塩
づ
く
り
の
手
法
を

通
じ
て
、行
徳
の
地
名
が
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

（
歴
史
博
物
館
学
芸
員 

菅
野
洋
介
）

行
徳
の
塩
づ
く
り
伝
承

▲行徳鋤（行徳ボソ）・歴史博物館常設展示室より

江

㊻

　

12
～
３
月
生
ま
れ
の
方
に
受
診
券
を
発
送
し
ま
し
た
。受
診
券
の
有
効
期
限
は
平
成
29
年

３
月
31
日（
金
）で
す
。早
期
発
見・早
期
治
療
の
た
め
、早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健康診査・各種検診を受診しよう

健康診査と肝炎検診は無料。その他は一部自己負担金各
６００円（70歳以上の方、千葉県の後期高齢者医療被保険者、
及び住民税非課税世帯者は無料）

市内に転入された方、過去５年間に一度も市の検診を受診し
たことがない方は、はがきに必要事項（６面上段参照）と生年月日
を書き、疾病予防課（〒２７２-００２３南八幡４-18-８）に郵送、また
は☎３７７-４５１３同課

治療中、経過観察中の方はご遠慮ください。

検診名 対象者（平成２９年３月３１日時点の年齢）

健康診査

４０歳～７４歳で市川市国民健康保険に加入している
方と、７５歳以上(一定の障害のある６５歳以上)の方。
尿酸・腎機能検査（尿潜血、クレアチニン、ｅＧＦＲ）
の項目を追加しました。

肝炎検診 ４０歳以上で市川市の肝炎検診を一度も受けたこ
とがない方

肺がん検診 ４０歳以上の方大腸がん検診
前立腺がん検診 ５０歳以上の男性
胃がんリスク検診
（血液検査） ４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０、７５歳の方

乳
が
ん
検
診

視診・触診 ３０歳以上で奇数年齢の女性
エコー ３０歳台偶数年齢の女性（要事前申し込み）

マンモグラフィ４０歳以上で偶数年齢の女性
（４０歳台の方は個別検診、５０歳以上の方は集団検診）

子宮がん検診 ２０歳台偶数年齢及び３０歳以上の女性

年
に一
度
の
受
診
で
健
康
管
理
を



１階展示室

木下街道

エントランス
ホール
エントランス
ホール ミュージアム

ショップ

駐車場
入口

カフェ
レストラン

ＫＡＩＩの森ＫＡＩＩの森

多目的室

受
付

２階
展示室

休憩室EV

EV

京成八幡

ニ
ッ
ケ
コ
ル
ト
ン

プ
ラ
ザ
通
り

鬼越

市役所

文学ミュージアム

卍法華経寺

木下
街道

市川インター 原木インター
京葉道路

国道14号

京成線

「中山駅入口」バス停

「北方」バス停

第四中学校

「下総中山駅」バス停

京成中山

西船橋
JR総武線

下総中山本八幡

都
営
新
宿
線
本
八
幡

都
営
新
宿
線
本
八
幡

文

東山魁夷記念館
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▲建物は、東山魁夷が第二の故郷と称した
　ドイツの民家がモチーフとなっています

▲東山魁夷「習作 門」昭和34年頃
　三番町 小川美術館蔵

　八角形の塔の上には、風見鶏な
らぬ風見馬が。東山魁夷の代表的
なシリーズ「白い馬の見える風
景」に描かれた馬がモチーフと
なっています。

風見馬

　地域に記念館が開館するということ
で、何かお手伝いできることはないか
と、庭と駐車場の月１回の清掃を申し
出ました。今年で10年目になります。明

　法華経寺を巡って初めて記念館に
来館しました。東山先生の作品に感動
し、翌日再来館して年間パスポートを
購入しました。展示室のパネルに書い
てあった、「私は生かされている」という
先生の言葉に、とても感銘をうけまし
た。この言葉によって、自然と向き合う
東山先生の姿勢がよく伝わってきまし
た。「文化都市 市川」を象徴するのが、

コミュニティバス1日乗車券を利用して
東山魁夷記念館へ
　「コミュニティバス1日乗車券」の提示で観覧料が2
割引になります。日付印の押された日（コミュニティバス
の利用日）のみ有効です。

平成29年3月31日（金）まで（販売は2月28日（火）ま
で。売り切れ次第販売終了）

いちかわ観光・物産案内所、京成バス市川営業所、
京成トランジットバス塩浜営業所、コミュニティバス車内

北東部ルート券300円、南部ルート券300円、南北
共通券500円

☎︎711-1142観光交流推進課

■電車
京成線　京成中山駅から
徒歩約15分
JR総武線　下総中山駅
から徒歩約20分
■バス

「下総中山駅」から京成バ
スシステム「市営霊園」「保
健医療福祉センター」行き
約8分、「北方」下車１分
コミュニティバス 
同「北方」下車1分
本数が少ないため、事前に
時刻表をご確認ください。

鏡会の方 と々活動することで、さまざま
な花を見ながら季節を感じ、珍しい木
の名前を知ることができることに感謝
しています。
　東山先生の作品は、その色彩に大変
感動しました。岩絵具から生み出され
るブルーやグリーンという色へのこだ
わりが素晴らしく、作品を見ていると心
が癒やされます。

東山魁夷記念館であると思います。ま
た何度も来ようと思います。

　他にもチーパス、多世代ファ
ミリーカード、いちかわエコボカー
ド（満点カード）、文学ミュージア
ムの利用済みチケットなどの提
示で割引をします。詳しくは東
山魁夷記念館までお問い合わ
せください。

■車
京葉道路「市川インター」または「原木インター」から約15分
駐車場 普通車20台（200円/台）、大型・中型バス（1,000円/台）

ひまわり明鏡会 代表 上條 純子さん

年間パスポートを購入 越川 哲男さん

東山作品との出会いは
清掃活動を通して

東山魁夷に魅せられて

主な割引サービス

65歳以上の方には割引に代えてプレゼント（絵はがき）を進呈

アクセス

利用案内
特別展 東山魁夷「習作 東京十二景」

－彌
や

生
よ い

会とその時代－
会期：12月10日（土）～平成29年1月29日（日）

休館日 
月曜日（祝休日の場合は翌平日）、
12月28日（水）～平成29年1月4日（水）

（1月3日（火）は開館）

特別展観覧料 

　東山魁夷が昭和34年に東京
の彌生画廊で発表した、冬の東
京をテーマとした12作品の習作
を一堂に展示します。また、魁夷
とともに彌生画廊主催のグルー
プ展「彌生会」に参加し、戦後の
日本画壇を牽

け ん

引
い ん

した加藤栄三や
髙山辰雄らの作品も紹介します。

平成29年１月１４日（土）午後２時
男女共同参画センター

講橋本弘安氏（女子美術大学教授）
抽選で80人
往復はがきに必要事項（６面上段参

照）を書き、１２月１９日（月）必着で同館
（〒２７２-０８１３中山１-１６-２）

2階

年に１回の特別展と所蔵作品を紹介する通常展を開催しています。
開館時間 
午前10時～午後5時

（入館は30分前まで）
休館日 
月曜日（祝休日の場合は翌平
日）、展示替え期間、年末年始

通常展観覧料 個  人 団体（25人以上）年間パスポート
一般 ５１０円 ４１０円 ２，０６０円

６５歳以上 ４００円 １，６４０円
高校生・大学生 ２５０円 ２００円 １，０３０円
中学生以下 無  料

障害者手帳をお持ちの方と付き添いの方１人は、観覧料と駐車料が無料となります。
年間パスポートは特別展も観覧できます。

個人 団体（25人以上）
一般 700円 560円

65歳以上 560円
高校生・大学生 350円 280円
中学生以下 無料

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

▼ひまわり明鏡会のみなさん（後列右から２番目が上條さん）

特別講演会
「無限に広がる岩絵具の楽しみ」
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多目的室

受
付

２階
展示室
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　国道14号から木
き

下
おろし

街道を上っていくと、白い外壁と八角形の塔があ
るドイツ風の建物が目に飛び込んできます。この建物は、日本画家で本
市の名誉市民でもある東山魁夷を顕彰する記念館です。本記念館では、
東山魁夷の作品を展示するだけでなく資料展示を通して、その人となり
や生涯に触れ、魁夷の芸術世界を堪能することができます。また、ミュー
ジアムショップやカフェレストランも併設しています。今号では、「文化の
まち 市川」を代表する施設である東山魁夷記念館を紹介します。

☎３３３-２０１１東山魁夷記念館

「私の戦後の代表作は、すべて市川の水で描かれています」
　東山魁夷は、昭和20年から平成11年に亡くなるまでの54年
間、市川市に住み、市川の水で岩絵具を溶き、唐招提寺障壁画な
ど数多くの名作を自宅アトリエで制作しました。昭和44年に文化
勲章を受章、昭和63年に市川市名誉市民となりました。身近な作
品では、文化会館大ホールの第１緞

ど ん

帳
ちょう

「緑の微
そ よ

風
か ぜ

」の原画を手掛
けています。

　貴重な直筆資料や蔵書の展示を通して、東山
魁夷の生涯をたどります。展覧会に合わせて展
示替えを行います。
　青を基調とした作品を多く描き、「青の画家」
とも称された東山魁夷が実際に使用した岩絵具
も展示しています。緑から青へのグラデーション
が印象的です。

１階展示室

　大人気の絵はがきをはじめ、図録やオリジナ
ルグッズなどを多数取りそろえています。

ミュージアムショップ

　軽食やコーヒー、紅茶などが味わえ
ます。テラス席ではKAIIの森を眺めな
がら、くつろぎの時間を過ごすことが
できます。

カフェレストラン
「白馬亭」

　展覧会ごとにテーマを変え
て、20点前後の作品を展示し
ています。

２階展示室

　四季折々の樹木を楽しめ、
東山芸術の世界が広がる庭
園で、緑あふれる安らぎの場
となっています。

K
カ イ イ
AI Iの森

東山魁夷と市川

東山魁夷記念館へようこそ

1階

▲オリジナルトートバッグ
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 講座・催し
♦♦♦
ミュージアム・ミュージカル２０１６

「向かい風ハルモニア」
昭和５０年代の歌謡界を背景に、人気歌手
の栄光とその陰で揺れる人間模様を涙と笑
いで描いたミュージカルを公演します。一般
公募で集まった市民キャストとスタッフのス
テージをお楽しみください。

１２月２３日（祝）午後2時30分、２４日（土）
午前１１時／午後３時、２５日（日）午後１時
３０分（開場は各回３０分前）

メディアパーク市川グリーンスタジオ
先着18０人
☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日

休館）
♦♦♦
水木洋子邸一般公開「水木洋子と音楽」
水木洋子が携わった作品に関係する音楽
などを紹介します。

１２月１０日（土）・１１日（日）いずれも午前１０
時～午後４時

水木洋子邸
◆ミニイベント「わらで作る正月飾り」

１２月１０日（土）午後１時～２時
先着２０人
☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日

休館）
♦♦♦
季節を感じる散策会

「クロマツのある街なみ」
クロマツが群生する市街地を散策します。

１２月１８日（日）午前１０時（市川公民館入
口集合）～１１時３０分（荒天中止）

☎３３９-０４７７自然博物館
♦♦♦

「続日本紀」を読む（全１０回）
奈良時代の歴史書「続日本紀」巻１８～１９

（大仏と東大寺の造営が進む一方、光明皇
后を背景に藤原仲麻呂が台頭する時代）を
講読します。

平成29年１月２５日（水）～１２月２７日（水）
の毎月第４水曜日（8・9月を除く）、いずれも
午後２時～３時３０分

歴史博物館
先着７０人
往復はがきに必要事項（６面上段参照）

を書き、考古博物館（〒２７２-０８３７堀之内２-
２６-１）

☎３７３-２２０２考古博物館
♦♦♦
歴史博物館の催し

☎３７３-６３５１同館
◆冬の体験学習「キャンドルづくり」
明かりの変遷を学び、オリジナルのキャンド
ルを作ります。

１２月１０日（土）午後１時３０分～３時３０分
５歳以上の方、１５人（保護者同伴可）
◆冬の体験学習「正月飾りづくり」
かつて市内でも作られていた正月飾りを作り
ます。

１２月２５日（日）午後１時３０分～３時３０分
５歳以上の方、１５人程度（保護者同伴可）
♦♦♦
博物館友の会見学会「亀戸七福神めぐり」
ＪＲ亀戸駅で下車し亀戸七福神を回り、龍
眼寺で解散となります。約５キロメートルを歩
きます。ご朱印はご遠慮ください。

平成29年１月３日（火）午前９時（ＪＲ市川
駅改札口集合）～正午

抽選で５０人
６００円（資料代）
往復はがきに必要事項（６面上段参照）

を書き、１２月１３日（火）まで（消印有効）に歴
史博物館（〒２７２-０８３７堀之内２-２７-１）

☎０９０-９２３１-４３８３同会
（歴史博物館）

♦♦♦
幸公民館主催講座

「おいしく食べて美しく 甘酒活用料理」
甘酒の発酵パワーを学びます。飲むだけで
はもったいない、簡単ヘルシー甘酒料理を
作ります。

平成29年１月２２日（日）午前１０時～午後１時
幸公民館
市内在住・在学・在勤の方、抽選で１２人
１,０００円
往復はがきに必要事項（６面上段参照）

を書き、１２月２０日（火）必着で同館（〒２７２-

０１２３幸１-１６-１８）
☎３９８-０４８１同館

♦♦♦
ＺＯＯワンポイントガイド

「アカテタマリン」
シッポが長くて体が小さいサル「アカテタマリ
ン」を紹介します。

１２月１８日（日）午後２時
動植物園
入園料のみ（高校生以上４３０円、小・中

学生１００円）
☎３３８-１９６０動植物園

♦♦♦
ジュニア・スキースクール２０１７
公認指導員が随行するスクールです。詳しくは
市川市スキー協会Ｗｅｂサイトをご覧ください。

平成29年２月17日（金）午後６時30分（市
役所集合・出発）～19日（日）

福島県会津高原たかつえスキー場・会津
アストリアホテル

小・中学生、先着45人
３５,０００円（バス・２泊・食事・リフト・保険・

講習料含む）レンタルスキー、ウェア代別。
☎０９０-４０６９-３６２６同協会（牧野）

（スポーツ課）
♦♦♦

【芸術祭・文化祭】
市響「ファミリー交響楽コンサート」
親子でクラシック音楽を楽しみませんか。
曲目 ウェーバー／歌劇「魔弾の射手」序曲、
シューベルト／交響曲第７番「未完成」ロ短
調Ｄ.７５９、ベートーベン／交響曲第６番「田
園」へ長調Ｏｐ．６８
指揮 大勝秀也氏

１２月１１日（日）午後２時（開場は３０分前）
文化会館
☎３３９-３５５４市川交響楽団協会（篠田）

（文化振興課）
♦♦♦
鮮魚店で生ノリを販売
やわらかくておいしい市川産の生ノリを市内
協力鮮魚店で販売します。各販売店では

「市川産生ノリのおいしい食べ方」のチラシ
を配布します。無くなり次第終了。

１２月９日（金）ノリの生育や天候により延

期・中止の場合あり。
市内鮮魚店（販売店にはポスターを掲示）
１００グラム９０円
☎３５９-１１５０魚食文化フォーラム実行

委員会
（地域整備課）

♦♦♦
クリスマスコンサート
山崎製パン総合クリエイションセンターの竣
工を記念して行われるクリスマスコンサート
にご招待します。
出演 大谷康子氏（バイオリン）、ステパニュッ
ク・オクサーナ氏（ソプラノ）、加賀清孝氏（バ
リトン）、塩浜智子氏・塩浜玲子氏・林道代
氏・宍倉友里氏（マリンバ）、赤羽一則氏

（パーカッション）
12月17日（土）午後6時30分開演
山崎製パン総合クリエイションセンター

（市川3-23-27）
抽選で50組100人
往復はがき（1枚で2人まで）に必要事項

（6面上段参照）を書き、12月9日（金）必着で
同センター（〒272-8581市川3-23-27）

☎329-3110同センター
（観光交流推進課）

♦♦♦
ＮＨＫ公開セミナー
大河ファンタジー「精霊の守り人」
プレミアムトークショー
来年１月にＮＨＫでシーズン２を放送予定の
大河ファンタジー「精霊の守り人」の見どころ
とドラマの舞台裏エピソードを、出演者と制
作者が語ります。

平成29年１月７日（土）午後２時～３時
３０分

行徳文化ホールＩ＆Ｉ
抽選で６３９人
往復はがきに必要事項（６面上段参照）

を書き、１２月１５日（木）必着で〒２６０-８６１０
（住所不要）ＮＨＫ千葉放送局「ＮＨＫ公開セ
ミナー」係。はがき１枚で１歳以上の方、２人
まで入場できます。詳しくはＮＨＫ千葉放送
局の公式Ｗｅｂサイトをご覧ください。

☎０４３-２０３-１００１ＮＨＫ千葉放送局
（教育総務課）

市
川
の
恵
み
を
味
わ
お
う 

農
水
産
ま
つ
り
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市川のちょっと怖くて不思議な一面をのぞいてみませんか

お出かけ

時
間 

午
前
10
時
～
午
後
７
時
30
分（
土・日
曜
日・祝
日

は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日 

月
曜
日（
１
月
９
日
は
除
く
）、12
月
28
日（
水
）

～
平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）、10
日（
火
）、31
日（
火
）

☎
３
２
０・３
３
３
４
同
施
設（
月
曜
日
休
館
）

講
演
会「
民
話
と
異
界
」（
要
申
し
込
み
）

平
成
29
年
１
月
15
日（
日
）午
後
２
時
～
４
時

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
第
２
研
修
室

講
常
光
徹
氏（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
）

抽
選
で
１
０
０
人

申
し
込
み
方
法 

往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
必

要
事
項（
６
面
上
段
参
照
）と
参
加
人
数（
１
通
に
つ

き
２
人
ま
で
）、Ｆ
Ａ
Ｘ
応
募
の
場
合
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

を
書
き
、 

12
月
22
日（
木
）ま
で（
消
印
有
効
）に
、郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
２
０・３
３
５
６
で
文
学
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム（
〒
２
７
２・０
０
１
５
鬼
高
１
の
１
の
４
）

特
別
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
申
し
込
み
不
要
）

12
月
18
日（
日
）午
後
２
時
～
３
時

文
学
ミ
ュー
ジ
ア
ム

講
米
屋
陽
一
氏（
口
承
文
芸
学
研
究
者
）

市
川
の
こ
わ
い
話
を
聞
こ
う（
申
し
込
み
不
要
）

平
成
29
年
１
月
８
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

第
１
部
＝
文
学
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
怪
談
話
の

朗
読
、第
２
部
＝
市
川
民
話
の
会
に
よ
る
市
川
の

こ
わ
い
民
話
語
り

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
ベ
ル
ホ
ー
ル

先
着
46
人

文
学
サ
ポ
ー
タ
ー
と
担
当
学
芸
員
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
申
し
込
み
不
要
）

１
月
28
日（
土
）、２
月
19
日（
日
）、い
ず
れ
も
午

後
２
時
～
３
時

文
学
ミ
ュー
ジ
ア
ム

12
月
10
日（
土
）午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

弁
天
公
園（
行
徳
駅
前
２
の
19
）

エ
コ
ボ
満
点
カ
ー
ド
３
枚
と
シ
ク
ラ
メ
ン
１
鉢
を
交
換

（
先
着
60
人
）、食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
秋
冬
野
菜

レ
シ
ピ
の
配
布
、千
葉
伝
統
郷
土
料
理
研
究
会
に
よ
る

太
巻
き
祭
り
ず
し
の
実
演
販
売
、サ
ツ
マ
イ
モ
つ
る
を
使
っ

た
リ
ー
ス
作
り
な
ど
の
親
子
体
験
コ
ー
ナ
ー
、市
川
産
ネ

ギ
の
丸
焼
き
や
、ネ
ギ
た
っ
ぷ
り
の
焼
肉
の
販
売
、子
ど
も

神み

輿こ
し

の
担
ぎ
体
験
な
ど
。

☎
７
１
１・１
１
４
１
農
政
課

　

文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
活
動
す
る
文
学
サ
ポ
ー
タ
ー

と
共
に
作
り
上
げ
た
協
働
企
画
展
で
す
。市
川
に
伝
わ

る
怖
い
話
や
不
思
議
な
話
を
中
心
に
、全
国
の
民
話
や

妖
怪
を
、江
戸
時
代
以
降
の
貴
重
な
絵
画
な
ど
と
共

に
紹
介
し
ま
す
。

　

市
川
産
の
野
菜
や
水
産
物（
生
ノ
リ
、ホ
ン
ビ
ノ
ス

貝
な
ど
）を
販
売
し
ま
す
。完
売
次
第
終
了
し
ま
す
。

文
学
サ
ポ
ー
タ
ー
協
働
企
画
展 

ち
ょっ
と
こ
わ
～
い 

市
川 

ふ
し
ぎ
話
展

市
川
の
恵
み
を
味
わ
お
う 

農
水
産
ま
つ
り ▲月岡芳年・画「不知藪八幡之実怪」（1881年）

　（画像提供：千葉県立中央図書館　展示品は葛飾八幡宮蔵）

▲新鮮な野菜などが並びます

企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

農産物と水産物が大集合
会
期 

12
月
10
日（
土
）～
平
成
29
年
２
月
26
日（
日
）



やってみよう
仲間募集〜趣味・交流

このコーナーは１週号に掲載しています。

たのしもう
イベント

締
め
切
り
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

■ 

各
部
門
の
締
め
切
り
日
と
掲
載
号

締
め
切
り
日
現
在
で
、直
近
の
掲
載
号
へ
の

応
募
作
品
と
し
ま
す
。

は
が
き
な
ど
の
用
紙
に
、未
発
表
の
も
の

を
締
め
切
り
ご
と
に
1
人
3
作
品（
要
ふ

り
が
な
）ま
で

応
募
方
法 

応
募
部
門・住
所・氏
名（
ふ

り
が
な
）・電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

各
締
め
切
り
日
ま
で
に
、直
接
ま
た
は
郵

送
で

広
報
広
聴
課（
〒
２
７
２
・

８
５
０
１
※
住
所
不
要
）

☎
３
３
４・１
１
０
６
同
課

☎334-1106、FAX336-2300広報広聴課

本広場への掲載は、各施設にある「平成28
年度市民の広場掲載依頼書」により、‘記載
の決まり’に従ってお申し込みください。

締
め
切
り
日（
消
印
有
効
）

掲
載
号

俳
句

12
月
20
日（
火
）
２
月
４
日
号

短
歌

1
月
20
日（
金
）
３
月
４
日
号

川
柳

2
月
20
日（
月
）
４
月
１
日
号

［
短
歌
選
評
］渋
谷
さ
ん
、遠
き
昔
、深

く
信
頼
さ
れ
て
い
た
先
生
が
、か
く
あ

ら
れ
た
。「
椅
子
も
軋
ま
ず
」に
幼
き

子
ど
も
た
ち
の
驚

き
ょ
う

愕が
く

の
思
い
が
、く
っ
き

り
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。阿
部
さ
ん
、作

者
は
高
齢
。厳
し
き
時
代
に
あ
って
も

西
洋
音
楽
への
憧ど

う

憬け
い

や
み
が
た
し
。歳

月
を
経
て
も
常
に
心
が
回
帰
し
て
い
く

所
。「
心
の
故
郷
」と
言
い
切った
の
が
効

い
て
い
る
。小
田
中
さ
ん
、作
者
を
と
り

ま
く
澄
ん
だ
空
気
が
伝
わ
って
、実
に

美
し
い
。四・五
句
逆
に
す
る
と
よ
り
引

き
緊
ま
る
で
し
ょ
う
。風
祭
さ
ん
、佐
藤

春
夫
の
秋
刀
魚
の
歌
が
顕た

って
く
る
。

独
り
居
の
こ
の
ゆ
と
り
と
明
る
さ
。原

さ
ん
、本
は
最
高
の
友
。友
と
の
深
ま
り

は
、こ
れ
か
ら
。余
韻
を
残
し
て
下
句
は

「
い
つ
ま
で
続
く
」に
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

	
	

安
田
　
恭
子
　
選

退
職
を
告
げ
た
る
後
の
教
室
は

腕
白
坊
主
の
椅
子
も
軋
ま
ず

	

曽
谷	

渋
谷
　
雅
子

ビ
オ
ロ
ン
の
巌い

わ

本も
と

真ま

理り

に
憧
れ
し

日
比
谷
公
会
堂
は
心
の
故ふ

る

郷さ
と

	

鬼
越	

阿
部
　
範
子

光
降
る
水み

な

面も

を
滑
る
銀
の
羽

指
笛
吹
け
ば
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
鳴
く

	

奉
免
町	

小
田
中	

準
一

独
り
居
の
気
ま
ま
な
暮
し
重
ね
来
て

お
そ
き
昼ひ

る

餉げ

の
秋
刀
魚
焼
き
を
り

	

大
和
田	

風
祭
　
咲
子

八
十
路
越
え
秋
の
夜
長
に
本
を
読
む

こ
の
楽
し
み
も
終
わ
り
に
近
い

	

堀
之
内	

原
　
　
　
正

●大町公園バードウォッチング/12月4日（日）
･21日（水）、1月8日（日）いずれも午前9時〜正午/
大町公園（園内鑑賞植物園前集合）/大町自然観
察園野鳥同好会/☎090-4536-4623大関
●ガンバ作品展/12月6日（火）〜11日（日）午前
10時〜午後5時（11日は午後4時30分まで）/八
幡市民談話室/特定非営利活動法人生活困窮･
ホームレス自立支援ガンバの会/☎704-9915鹿島

（昼間）
●gufoこども絵画作品展/12月9日（金）〜11日

（日）午前9時〜午後6時（9日は午後1時から、11
日は午後3時まで）/八幡市民談話室/アトリエグー
フォ/☎090-9235-7234いわもと
●親子で作ろう 観よう 歌おう/12月11日（日）
午後2時〜3時30分/勤労福祉センター本館/工
作材料費500円/劇団春夏秋冬/☎090-3108-
8060永田
●おかしなおかしなクリスマス/12月11日（日）
午後2時〜3時30分/メディアパーク市川ベルホー
ル/1,500円/朗読サロン‐ことばのへや‐/☎03-
3396-6030松川
●手作りおやつカレーパンを作ろう/12月15日

（木）午前10時30分〜午後1時30分/勤労福
祉センター本館/1,000円/飛鳥/☎080-5692-
3509川上
●吹奏楽クリスマスコンサート/12月18日（日）
午後2時〜/男女共同参画センター/市川ウインド
オーケストラ/☎374-3546鹿野（昼間）
●ウインターコンサート/12月18日（日）午後2
時〜3時40分/行徳文化ホール/曽谷フィルハーモ
ニックオーケストラ/☎090-6575-0853川口
●第3回 心届けて絵手紙展/12月19日（月）〜
23日（祝）午前10時〜午後5時（19日は午後1時か
ら、23日は午後4時まで）/八幡市民談話室/鬼高
公民館絵手紙サークル「弥生」「ふきのとう」「あじさ
い」/☎338-5158伍香（夜間）
●ダンス・パーティー＆おさらい会/12月25日

（日）午後1時15分〜4時30分/文化会館/参加費
1,200円/カサブランカ/☎090-4019-0895奥田

●レコード鑑賞会/12月25日（日）午前11時〜午
後3時/木内ギャラリー/☎080-1157-7778大澤

（昼間）
●クリスマスダンスパーティ/12月25日（日）午
後2時〜5時/南行徳市民談話室/1,000円/ステッ
プ/☎090-2155-6206大島
●着物リメイクファッションショー/1月9日（祝）
午後2時〜3時/文化会館/きものリメイク研究会/
☎357-4842市原

語学・教育
●アメリカ人講師による中級英会話/月4回土曜
日午後6時〜9時/文化会館/月4,000円/市川中
級英会話/☎372-5538榎本
●初級英会話 対象者中高年/月2回火曜日午前
10時〜正午/南行徳市民談話室/月3,000円/エ
ンジェル英会話/☎080-5442-8408依田（昼間）
●やさしい俳句/第3水曜日午後1時〜4時/八幡
市民談話室/木の実句会/☎324-8519宮田
●英会話（中級）英語力維持向上/毎週火曜日午
前9時30分〜11時/東部公民館/月4,000円程度
/Enjoy英会話/☎338-0936辺牟木（夜間）
●基礎英会話を楽しく学ぼう/第１・３土曜日午前
10時〜11時30分/中央公民館/月3,000円/フレ
ンズイングリシュ/☎326-4704ますだ（夜間）

スポーツ・健康
●楊名時の健康太極拳/第1〜4木曜日午後7時
〜8時30分/行徳公民館/月1,000円/日本健康太
極拳木曜会/☎080-6682-9096石井（夜間）
●吹矢を通して健康増進と親睦/月4回水曜日午
前9時30分〜正午/鬼越･鬼高地域ふれあい館/
月1,000円/スポーツ吹矢市川まどかの会/☎335-
7164金澤
●卓球：初心者向、指導の台あり/毎週水曜日午
後1時〜4時/曽谷公民館/月1,500円/曽翠会/☎
371-8315鈴木
●気功･太極拳（初心者･中級者）/毎週水曜日
午後1時〜3時/文化会館/入会金2,000円、1
回900円/本八幡太極拳倶楽部/☎393-0769堀

（夜間）
●バウンドテニス/毎週日曜日午前9時〜正午/
真間小学校/体験1回無料、ビジター1回200円、
会員月400円/バウンドテニス市川倶楽部/☎090-
4009-4296加茂
●新スポーツカローリング高齢者向/第1･3土
曜日午前10時〜正午/大野公民館/2カ月1,000
円/大野カローリングの会/☎339-9451長谷川

（夜間）
●トレッキング/第3土曜日/本行徳公民館/入
会金1,000円、年会費3,000円/徳山会/☎399-
3301竹原（夜間）
●太極拳 初心者歓迎、無料体験有/毎週月曜日
午前11時〜午後0時30分/塩浜市民体育館/月
2,000円/塩浜太極拳同好会/☎355-7551足立
●ヨガ/第1〜4金曜日午前10時〜11時30分/い

きいきセンター田尻/月1,000円/いきいきセンター
田尻ヨガ（一）同好会/☎727-2255森（夜間）
●伝統陳式太極拳（初心者歓迎）/毎週日曜日他
午後3時〜4時30分/富美浜地域ふれあい館他/1
回500円（体験無料）/太極道交会行徳支部太極
南天/☎399-0316菊地（夜間）
●ストレッチとリズム体操/月4回木曜日午後3時
〜4時30分/男女共同参画センター（第1･3）、市
川公民館（第2･4）/月3,500円/市川ジャギークラ
ブ/☎323-1396渡辺
●バウンドテニス/毎週水曜日午後6時〜9時/
大和田小学校体育館/体験1回無料、ビジター1回
200円、月500円/市川大和田BTC/☎326-4493
三樹（夜間）
●ヨガでリラックス＆健康促進/月3回土曜日午
前10時〜午後0時30分/市川公民館/月3,300円
/土曜ヨガサークル/☎379-3272中山（夜間）
●ママさんバレーボール/毎週水・土曜日午後
7時〜9時/第七中学校体育館/月1,000円/スパ
ローズ/☎090-7226-0663鈴木
●中国武術内家拳護身術を学びます/月3回
日曜日午後2時〜4時/南行徳市民センター/月
5,000円/中国武術黒姫内家拳/☎090-5750-
6264吉田
●ストレッチ＆太極拳（初級）/月2回月曜日午前
10時〜正午/大野地域ふれあい館/1階500円/
健康太極拳/☎080-3440-6103吉武（昼間）

舞踊・ダンス
●ママとキッズのフラダンス/第1･3土曜日午後
1時〜3時/菅野公民館/入会金3,000円、年会費
3,000円、月2,200円/KWUM HULA Jr./☎090-
2560-3498フルイチ（昼間）
●社交ダンス 初級・中級/毎週金曜日正午〜午
後2時/勤労福祉センター分館/入会金1,000円、
月4,000円、会場使用料別/ハッピーフィート/☎
090-8082-9152井関
●シルバー社交ダンス/月4回火曜日正午〜午後
1時30分/本八幡地域ふれあい館/1回1,000円/
オードリー/☎080-1071-9768池田
●社交ダンス･初級･中級クラス/月4回火曜日午
前10時〜正午/勤労福祉センター分館/月2,500
円/社交ダンス「いずみ」/☎090-4934-4362ヒル
カワ（夜間）
●社交ダンス・多少経験のある方/毎週水曜日午
前9時30分〜11時30分/東部公民館/月3,500
円/ダンスサークル・チャチャ/☎080-1148-1926
梅松

音楽・芸能
●南京玉すだれ･ばか面踊（和会）/第2土曜日午
前10時〜正午/柏井公民館/月1,000円/南京玉
すだれ･ばか面踊（和会）/☎090-3591-4558染谷

（夜間）
●カラオケ作曲家の楽しいレッスン/月3回火曜
日午前10時〜正午/市川公民館/入会金5,000
円、月4,800円/市川歌謡サークル/☎334-4526
中村（夜間）
●童謡･唱歌･ラジオ歌謡を歌う会/第4金曜日

午後1時30分〜3時30分/市川公民館/入会金
1,000円、1回1,000円/さわやかコーラス/☎377-
1315山崎（昼間）
●日本舞踊 藤間流/月4回水曜日午後2時〜4
時/菅野公民館/月6,000円/寿々の会/☎090-
5336-9076廣部（夜間）
●合奏･弦楽器他（50歳以上）/月4回火曜日
午前11時30分〜午後2時30分/東部公民館/
月3,000円/市川シニア･アンサンブル/☎090-
6163-1347柴田
●英語で歌う我がスタンダード曲/第1･3火曜日
午後2時〜3時30分/市川駅南公民館/月2,500
円、部屋代別途徴収/スタンダード･ソングの会/☎
370-2740大倉（夜間）
●楽しく練習しようピアノ/第1日曜日･第3木
曜日午後5時30分〜7時30分/市川公民館/1回
1,300円/ピアノサークル水車/☎371-0372中村

（夜間）

書道・絵画
●書道 基本から指導致します/第2･4月曜日午
前10時〜正午/文化会館/月3,000円/市川書道
倶楽部/☎090-8642-3963日野
●絵手紙 初心者歓迎/第３月曜日午後1時〜4
時/市川駅南公民館/4,000円（3カ月に1度集金、
４、７、１０、１月）/絵手紙萩の会/☎705-0173荒河

（昼間）

その他
●江戸千家茶道34歳以下男女歓迎/月3回水
曜日午後6時〜9時/勤労福祉センター本館/月
4,000円/江戸千家茶道サークル/☎080-5087-
5132今村（昼間）
●百人一首の流れを31文字によむ/第1日曜日
午前10時〜午後3時/市川公民館/月1,500円/
青虹千葉友社/☎323-3041栗田（夜間）
●絵手紙60歳以上/第1･3土曜日午前10時〜
正午/いきいきセンター市川/月1,500円（材料費込
み）/めぐみの会/☎371-3874松丸（夜間）
●シギン ガクフウカイ/第1･2･4木曜日午前9
時30分〜正午/いきいきセンター宮久保/月300円
/詩吟同好会/☎372-5697小坂
●図書館を応援するボランティア/中央図書館
開館時/中央図書館/年会費1,000円/市川図書
館友の会/☎090-8580-6564椎名
●名刀の鑑賞会、鑑定、講師の解説/月1回日曜
日午後1時〜5時/文化会館/月2,000円、年会
費別途/日本美術刀剣保存協会千葉県支部/☎
373-0119田口（昼間）
●囲碁の講習と対局/第1･3金曜日午前10時〜
午後4時30分/市川公民館/入会金1,000円、月
2,000円/市碁会/☎090-4012-6716杉町
●フラワーアレンジメント/毎週金曜日①午後2
時〜、②午後6時30分〜/南行徳市民センター市
民談話室/月1,000円＋お花代/フラワーサークル
フローリス/☎090-5401-7161川﨑
●陶芸をはじめましょう/第１・３土曜日午前9時
30分〜午後0時30分/南行徳公民館/月2,000円
/陶芸倶楽部萩/☎357-3893堀木

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内

広報いちかわ　2016年（平成28年）12月3日　No.155711 広場・文芸

市民活動事業補助金対象

12月17日（土）午後4時〜7時
ＪＲ市川駅、ノブコイシカワ、ニッケコルト

ンプラザ、文化会館、南行徳のマンション
等市内各所（変更の場合あり）

市内在住・在勤・在学の方、先着２２人
（中学生以下は保護者同伴）

12月5日（月）〜12日（月）に☎704-
0067まち並み景観整備課

　市や事業者が設置したイルミネー
ション、昨年度実施したイルミネーショ
ンコンテスト参加者宅をマイクロバス
で巡ります。出発前にアイリンクタウ
ン展望施設でクリスマスコンサートを
鑑賞します。

クリスマスイルミネーションを
満喫しよう

マイクロバスで巡る
市内絶景スポット

▲バスツアーが出発する市川駅南口のイルミネーション



広
報

 〈広報広聴課〉

12月3日（土）〜9日（金） 12月10日（土）〜16日（金）

特集 特集市 川 の 海 苔 づ く り シリー ズ い ち か わ を 歩く７
今 注 目 の 本 八 幡

いちかわエフエム
83.0MHz「いちかわイブニングインフォメーション」
毎日午後6時30分〜35分（5分間）

「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式Ｗｅｂサイト「インターネット放送局」でご覧になれます。

J:COM（CATV）

デジタル11ch
放送
時間

広告

市では経費削減のため有料広告を掲載しています。なお広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。

 9：00 12：00
20:00 23：00
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市公式フェイスブックに掲載した
市内の話題・出来事をお届けします。

市公式フェイスブックで よりタイムリーな情報を
https://www.facebook.com/city.ichikawaトピックス

７,４９０人（11月21日現在）

〈広報広聴課〉

市川市役所フェイスブック 検索

みんなで歩く通り初め
この１冊で、あなたも市川の達人 11月6日

その笑顔を育むのは 11月20日そろばん先生、アジア大会で金メダル

11月10日

　「高齢者が高齢者の介護をする時代で
す」と、とある番組でコメンテーターが言っ
ていました。民生委員さんの平均年齢は約
66歳。「身近な相談相手」の民生委員さん
も平均年齢が上がっているそうです。超高

齢社会という言葉ができあがった昨今、私
が65歳になった時、どんな社会になってい
るのでしょうか。私には、3人の息子がいま
すが、息子たちに面倒を見てもらうことな
く、人生を全うしたいと思っています。退職

後のセカンドライフは、妻と２人で海外に別
荘を買って移り住み、昼からプールバーで
お酒をたしなむ優雅な生活をしたいなぁと
夢みる３６歳。「男はロマン　夢は大きく」。
まずはファーストライフを頑張ります。

市川市住民基本台帳人口（10月31日現在） ▶ 480,819人　男 244,357人  女 236,462人  235,822世帯

　都市計画道路3・4・18号浦安鎌ケ
谷線が、晴れて全線開通の時を迎えま
した。テープカットやバルーンリリース、そ
してクライマックスは国道14
号市川インター入口交差
点から京成本線との立体
交差までをみんなで歩く「通
り初め」。平成7年度の都
市計画決定から実に20年
以上も用地買収や工事が
行われてきたこの道路は、
大久保市長も開通式のあ
いさつで「市長就任時の最
大の課題だった」と振り返っ
たほどの大事業でした。市
川の南北を初めて直線で

つなぐ幹線道路の開通に、市内交通
の円滑化、市民交流と地域の活性化
など今後の効果が期待されています。 　あの情報誌「散歩の達人」の

MOOKとして、まるごと１冊市川市の
本が発行されました。なんとフルカラー
112ページ、グルメと見どころ満載で市
外の方はもちろん、商店会の情報や
あの著名人の記事など市内の方にも
読み応え十分な内容です。まだご覧に
なっていない方は、市内のコンビニや
お近くの書店へ。販売価格は889円

（税別）です。市川市役所売店といち
かわ観光・物産案内所でも、数量限定
ながら販売中です。詳しくは市川市観
光協会（事務局：観光交流推進課☎︎
711-1142）へお問合せください。

　澄んだ瞳、ぷくぷくのほっ
ぺ、とろけるような笑顔の赤
ちゃんが大集合。11月20日、
ニッケコルトンプラザで「いち
かわファミリーフェスタ2016」
が開催されました。花のモ
チーフをつけた赤ちゃんとパ
パ・ママがみんなで記念撮影
をする「赤ちゃんの花を咲かせ
ようプロジェクト」には、かわい
い笑顔がいっぱい集まりまし
た。その後、ママ芸人として人
気の北陽・虻川美穂子さんが登場し、
トークショーを開催。現在1歳9カ月のお
子さんとの生活や育児の悩みをありの
まま等身大で語り、「子育ては頑張れば

なんとかなるものじゃない。大変なことも
多いけど、楽しいこともたくさんあるこの
凝縮した時間を、一緒に楽しみましょう」
と会場のパパ・ママに呼びかけました。

　市内のそろばん塾で教え
ている鈴木重成さんが、ベ
ンチプレスのアジア大会で
優勝し、３回目の金メダルを
獲得しました。鈴木さんが
出場したのは、10月14日〜
20日ウズベキスタンの首都
タシケントで開催された

「2016年アジアベンチプレ
ス選手権大会」です。
また、各階級の優勝者から
1人だけ選ばれる最優秀選
手として表彰され、記念のト
ロフィーが贈られました。
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